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平成20年度当初予算をお知らせします
　平成20年度の一般会計当初予算165億 8,000万円は前年度と比べ2.1％の減となり、３年連続で
前年度を下回りました。竹田市総合計画で目指す「自然・歴史・文化を育む名水名湯田園観光都市」の
実現に向け、事業の見直し、優先度の選択及び財源の重点配分を行う等で予算編成を行いました。
　歳出では扶助費が伸びましたが、人件費、公債費を抑制し義務的経費全体で4.2％減、普通建設事業
費も20.4％の減となりました。一方、後期高齢者医療広域連合発足に伴う負担金や大分国体竹田市実行
委員会補助金の増額等により補助費等が38.4％の増となっています。歳入では市税が2.6％、地方交
付税が0.3％の減となり、依然として一般財源の減少が続く厳しい状況にあります。また、市債は当初
予算段階では17.7％の減、国庫支出金は中学校移転整備事業や地方道改修事業等補助事業の増により
19.0％の増となりました。
　今後も厳しい財政状況が続く見込みで、さらなる行財政改革を進め財政の効率化に努めていきます。

歳出

歳入

総　額
165 億8,000 万円

総　額
165 億8,000 万円

民生費
（21.3％）

35 億 2,804 万円

公債費
（17.8％）

29 億 5,325 万円

農林水産業費
（11.2％）

18 億 5,442 万円

教育費
（11.3％）

18 億 8,001 万円

土木費
（6.4％）

10億 6,989 万円

衛生費
（5.8％）

9億 6.378 万円

消防費
（3.9％）

6億 3,953 万円

災害復旧費
（3.0％）

5億 0,732 万円

商工費
（2.2％）

3億 5.743 万円

議会費
（1.3％）

2億 1,472 万円

労働費
（0.1％）
956 万円

予備費
（0.1％）
2,000 万円

地方交付税
（45.8％）

76 億 0,000 万円

市　税
（11.9％）

19 億 6,598 万円

市　債
（9.4％）

15 億 6,070 万円

県支出金
（9.1％）

15 億 1,646 万円

国庫支出金
（7.9％）

13 億 0,244 万円

繰入金
（6.7％）

11 億 1,734 万円

分担金及び負担金
（2.2％）

3億 7,002 万円

地方譲与税
（2.0％）

3億 3,000 万円

地方消費税交付金
（1.5％）

2億 4,500 万円

使用料及び手数料
（1.3％）

2億 1,992 万円

その他
（2.2％）

3億 5,214 万円

市　民　税 8億 1,361 万円
固定資産税 8億 9,823 万円
軽自動車税 6,961 万円
市たばこ税 1億 3,422 万円
入　湯　税 2,640 万円
都市計画税 2,391 万円

市
税
内
訳

財産収入 7,145 万円
諸 収 入 1億 2,339 万円
そ の 他 1億 5,730 万円

総務費
（15.6％）

25 億 8,205 万円

そ
の
他
内
訳
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市民1人あたりに使われるお金　622,884 円
民生費（福祉・医療等）……………………132,703 円
公債費（市が借りているお金の返済金）…111,083 円
総務費（総務・税・住基・選挙・統計）……97,121 円
教育費（小中学校・幼稚園・社会教育等）…70,714 円
農林水産業費（農業や林業の振興）…………69,752 円
土木費（道路・橋・都市計画・住宅整備等）
　…………………………………………………40,243円
衛生費（保健衛生・環境衛生・ごみ処理等）
　…………………………………………………36,251円
消防費（消防業務・消防団活動の充実等）…24,055 円
災害復旧費（災害の復旧等）…………………19,082 円
商工費（商工観光業の振興） …………………13,444 円
議会費（議会運営）………………………………8,076 円
労働費（労働者の経済的地位の向上等）……… 360 円

市民1人あたりが負担するお金　　95,145 円
市民税……………………………………………30,603 円
固定資産税………………………………………33,786 円
軽自動車税…………………………………………2,618円
市たばこ税……………………………………… 5,049 円
都市計画税……………………………………………899 円
その他（分担金・負担金、使用料・手数料等）
　………………………………………………… 22,190円

※市民１人あたりの金額は、
　2月末の住民基本台帳人口
　をもとに算出したものです。

平成20年2月末現在
人口　26,586　人
（住民基本台帳）

「自然・歴史・文化を育む名水名湯田園観光都市」の実現に向けた
平成20年度の新規・重点主要事業

竹田市総合計画
まちづくりの基本方針 ハード事業 事業費（円） ソフト事業 事業費（円）

Ⅰ．自然と共生した　
　　住みやすい
　　里づくり

まちづくり交付金事業
市道改良舗装事業（7路線）
市営住宅施設整備事業
常備・非常備消防施設整備事業
浄化槽整備推進事業

1億 1,013 万
2億 2,317 万

6,574 万
4,987 万

1億 3,166 万

路線バス運行委託事業
市道等環境美化事業
生ゴミ処理機購入補助事業

1,861 万
339 万
100 万

Ⅱ．未来を担う
　　心豊かな人づくり

竹田中学校移転整備事業
岡城跡保存整備事業
岡藩主中川家墓所保存修理事業

6億 0,877 万
4,005 万
688 万

国民体育大会事業
問題を抱える子ども等の自立支援事業
中央学校給食調理場運営事業
特別支援教育支援事業（小・中学校）

2億 7,802 万
255 万
7,705 万
960 万

Ⅲ．安らぎと安心に
　　満ちた
　　支えあう
　　くらしづくり

在宅高齢者住宅改造助成事業
保育所施設整備事業
在宅重度障害者住宅整備事業

505 万
100 万
200 万

放課後児童健全育成事業
地域福祉等推進特別支援事業
救急医療施設運営費等補助事業
次世代育成支援行動計画策定事業
水痘・流行性耳下腺炎単独予防接種事業
不妊治療費補助事業
乳幼児医療費助成事業
乳幼児健康診査事業
妊娠健康診査委託事業
訪問指導事業
子育て応援カード事業
若者大学事業

1,693 万
158 万
567 万
133 万
274 万
160 万
3,473 万
18 万
573 万
87 万
14 万
4万

Ⅳ．自然の恵みを
　　活かし
　　結び合う
　　まちづくり

中山間地域総合整備事業
経営体育成基盤整備事業
集落営農推進事業
畜産振興事業
ブランドを育む園芸産地整備事業
県営水環境整備計画事業

6,630 万
1億 2,217 万

2,706 万
5,073 万
3,290 万
250 万

まちづくり仕掛け人委託事業
竹田市ツーリズム協会補助事業
竹田市観光振興計画推進委員会補助金
出産祝金（1・2子：20千円、
　　　　　3子以降：50千円）
企業誘致推進事業
有害鳥獣被害防止対策事業
椎茸種駒購入費助成事業

500 万
3,268 万
538 万

420 万
313 万
1,330 万
650 万

Ⅴ．公民協働による
　　ふれあう
　　地域づくり

生活道路整備支援事業 100 万 どぶろく支援補助事業
元気づくり支援補助事業

30万
450 万
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国民健康保険特別会計 42億 4,599 万円
老人保健特別会計 4億 9,280 万円
介護保険特別会計 32億 6,872 万円
同和対策事業特別会計 338 万円
国民宿舎久住高原荘事業特別会計 4億 2,025 万円
国民宿舎直入荘事業特別会計 1億　  25 万円
長湯観光温泉施設等特別会計 8,393 万円
畜産開発事業特別会計 1,783 万円
簡易水道事業特別会計 2億　221 万円
農業集落排水事業特別会計 1億 5,138 万円
浄化槽整備推進事業特別会計 2億　684 万円
竹田温泉施設花水月特別会計 7,500 万円
後期高齢者医療特別会計 3億 9,327 万円

平成 20年度特別会計当初予算

収益的収入（水道料金など） 1億 9,738 万円
収益的支出（水道水供給に要した費用） 1億 7,229 万円
資本的収入（工事負担金など） 388 万円
資本的支出（建設改良費や借入金の返済） 8,362 万円

平成 20年度水道事業会計当初予算

　　用　語　説　明
●当初予算
　年度当初の４月から予算執行
　ができるように年度の開始前
　に予算を編成し、議会の議決を経る予算。　
　なお、年度の途中で追加編成する予算を補正
　予算といいます。
●一般会計
　市民の暮らしにもっとも深い関わりがある会
　計で、市が行う仕事の基本的な経費を中心に
　予算計上されています。
●特別会計
　特定の事業を行う場合、特定の収入を特定の
　支出にあて、一般会計と区別して整理する会
　計です。
●水道事業会計
　地方公営企業法に基づいた独立採算の公営企
　業で、竹田地域の一部に上水道を供給してい
　ます。

「
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
」事
業
は
じ
め
ま
す

　

こ
の
事
業
は
、
18
歳
以
下
の
子

ど
も
を
２
人
以
上
養
育
す
る
保
護

者
に
「
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
」
を

交
付
し
、〝
地
域
ぐ
る
み
の
子
育

て
応
援
〞
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る

企
業
や
団
体
、
個
人
商
店
等
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
カ
ー
ド
を

持
参
さ
れ
た
方
に
そ
の
お
店
独
自

の
割
引
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
地
域
ぐ
る

み
で
子
育
て
を
応
援
す
る
も
の
で

す
。

■
子
育
て
中
の
保
護
者
の
方

【
対
象
者
】

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
以

下
（
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
）
の
子
ど
も
を
２
人
以

上
養
育
し
て
い
る
保
護
者
。

【
申
請
受
付
】

　

４
月
10
日
㈭
〜

　

福
祉
事
務
所
お
よ
び
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
は
竹
田
市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
は
、
当
分
の
間
協
賛
店

名
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
お
知
ら
せ

と
と
も
に
、
後
日
送
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
■
協
賛
い
た
だ
け
る
事
業
者
の
方
へ

【
申
込
受
付
】

　

４
月
10
日
㈭
〜

　

福
祉
事
務
所
お
よ
び
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
竹
田
市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
商
品
の
割

引
や
景
品
、
ポ
イ
ン
ト
の
贈
呈
等
、

「
あ
な
た
の
お
店
で
で
き
る
こ
と
」

で
結
構
で
す
。
こ
の
受
付
は
期
間

を
限
定
せ
ず
、
随
時
行
い
ま
す
。

地
域
の
子
育
て
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
今
年
は
事
業
初
年
度
の
た
め
、

カ
ー
ド
交
付
申
請
（
保
護
者
）、

協
賛
事
業
者
の
申
込
み
を
受
け
付

け
た
後
、
５
月
か
ら
事
業
を
開
始

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所　

子
育
て
支
援
係

　

☎
63‒

４
８
１
１

http://w
w
w
.city.taketa.oita.jp/

 

ラ
ッ
パ
隊
再
編
成

　

市
町
合
併
を
機
に
、
消
防
団
も

新
竹
田
市
消
防
団
と
な
り
ま
し
た

が
、
ラ
ッ
パ
隊
は
旧
竹
田
市
消
防

団
の
隊
員
が
引
き
続
き
出
初
式
を

始
め
と
す
る
各
種
行
事
で
の
吹
奏

活
動
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今

回
、
竹
田
市
消
防
団
で
は
、
消
防

団
の
活
性
化
を
目
的
に
、各
方
面
隊

か
ら
12
名
の
隊
員
を
増
員
し
、
ラ

ッ
パ
隊
の
再
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
増
員
に
と
も
な
い
整
備

し
た
ラ
ッ
パ
等
の
装
備
品
は
、
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝

く
じ
助
成
金
「
ふ
る
さ
と
消
防
団

活
性
化
助
成
事
業
」
に
よ
り
整
備

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
消
防

団
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

平成 20 年特別点検

http://www.city.taketa.oita.jp/
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ケーブルネットワーク特集第９回

「どうして光ファイバケーブルなの？」
無線アクセスシステムの特徴と竹田市の地理的条件
　最近、高度情報通信技術について、新しい技術であるＷｉＭＡＸ（ワイマックス）等の
無線アクセスシステムがＰＲされています。竹田市は光ファイバケーブルによる整備方針
ですが、「どうして光ファイバケーブルなの？」という疑問にお答えいたします。

　

通
信
網
を
有
線
の
回
線
に
比
べ

て
、
短
期
間
に
低
コ
ス
ト
で
構
築

が
可
能
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
？

　

無
線
は
指
向
性
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
見
通
し
の
悪
い
地
域

や
障
害
物
が
あ
る
と
そ
の
性
能
を

発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
平
坦
な
地
域

や
裾
野
に
広
が
る
地
域
で
の
活
用

が
有
効
で
す
。

　

竹
田
市
の
よ
う
に
起
伏
が
激
し

く
、住
宅
が
点
在
し
て
い
る
場
合
、

た
く
さ
ん
の
基
地
局
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
基
地
局
を
設
置
す
る
た

め
に
は
集
落
全
体
を
見
通
せ
る
山

頂
付
近
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ
を
敷
設

す
る
こ
と
が
必
要
で
、
道
路
や
電

気
が
無
い
場
合
、
必
ず
し
も
低
コ

ス
ト
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
無
線
の
基
地
局
が
低
コ

ス
ト
と
い
う
考
え
方
は
、
１
基
地

局
に
一
定
以
上
の
加
入
者
が
確
保

で
き
る
場
合
で
あ
り
、
人
口
密
度

が
低
く
指
向
性
の
悪
い
山
間
地
で

は
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。

　

中
〜
高
速
の
通
信
（
数
百
ｋ
ｂ

ｐ
ｓ
〜
百
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
程
度
）
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
が
？

　

無
線
の
場
合
、
雨
や
、
雪
な
ど

の
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
、
速
度

が
出
な
か
っ
た
り
、
通
信
中
に
切

断
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
通
信
速
度
が
光
フ
ァ
イ

バ
よ
り
速
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

物
理
的
要
因
（
河
川
、
鉄
道
等
）

に
よ
り
、
有
線
の
回
線
敷
設
が
困

難
な
地
域
の
回
線
と
し
て
有
効
と

な
っ
て
い
ま
す
が
？

　

数
㎞
離
れ
た
集
落
等
、
有
線
の

敷
設
が
困
難
な
地
域
で
有
効
で
す
。

　

竹
田
市
の
地
形
は
、
中
心
部
か

ら
周
辺
部
に
数
珠
繋つ

な

ぎ
に
集
落
が

つ
な
が
っ
て
お
り
、
飛
び
地
の
集

落
と
い
う
の
は
多
く
は
存
在
し
ま

せ
ん
。
光
フ
ァ
イ
バ
の
敷
設
は
効

率
的
に
行
え
ま
す
。

 

Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ（
次
世
代
ワ
イ
ヤ
レ
ス  

　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
）

　

携
帯
電
話
は
固
定
電
話
に
代
わ

る
連
絡
手
段
と
し
て
、
国
の
補
助

制
度
等
も
整
備
さ
れ
た
た
め
、
山

間
地
に
お
い
て
も
基
地
局
が
整
備

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
て
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
は
あ
く
ま
で
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
心
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

移
動
系
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
の
整
備
目

標
は
、
全
国
で
93
％
、
九
州
で
は

88
％
と
言
わ
れ
て
お
り
、
竹
田
市

の
よ
う
な
中
山
間
地
で
は
、
１
基

地
局
に
対
し
て
の
加
入
者
数
が
極

端
に
少
な
い
た
め
、
投
資
効
果
が

低
く
、
全
世
帯
の
カ
バ
ー
は
困
難

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

固
定
系
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
は
、
製
品

化
、
事
業
化
に
取
り
組
み
始
め
た

ば
か
り
で
す
。

　

無
線
の
場
合
、
ア
ン
テ
ナ
の
間

隔
が
近
い
と
、
干
渉
を
起
こ
し
や

す
い
た
め
密
集
し
て
設
置
す
る
の

は
困
難
で
す
。
こ
う
し
た
問
題
を

ク
リ
ア
す
る
に
は
、
簡
易
な
施
設

で
は
対
応
で
き
ず
、
ア

ン
テ
ナ
設
置
お
よ
び
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
、
ケ

ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

以
上
の
整
備
期
間
と
調

査
費
用
を
要
し
ま
す
。

（
無
線
の
設
計
は
３
次

元
の
地
形
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
る
た

め
、
非
常
に
高
度
で
あ

り
期
間
と
多
額
の
費
用

を
要
し
ま
す
。）

 

竹
田
市
の

　
　

 　

整
備
方
針

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
竹
田
市
で
は
、

光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ

ル
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
＝

各
戸
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ

を
引
く
方
法
）
に
よ
る

整
備
を
選
択
し
て
い
ま

す
。

 

今
後
の
事
業
予
定
に
つ
い
て

　

市
で
は
３
月
完
成
の
実
施
設
計

書
に
基
づ
き
、
今
後
、
施
設
整
備

事
業
の
予
算
案
等
を
議
会
に
提
案

す
る
予
定
で
す
。

　

議
決
後
、
平
成
21
年
度
に
か
け

て
工
事
を
行
い
、
平
成
22
年
度
の

供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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竹田市経済活性化促進協議会活性化推進室
（おたまや公園内）
〒 878-0011　竹田市大字会々 2027-1
TEL62‐2122　FAX62‐3953
Ｅメール　taketa-p@wine.plala.or.jp
ホームページ　http://taketa-shokuiku.org

食育ツーリズム雇用創出大作戦（新パッケージ事業）

起業、雇用を生む研究会の取り組み
　厚生労働省からの委託事業である「食育ツーリズム雇用創出大作戦」（新パッケージ事業）がス
タートし、６か月が経過しました。
　これまで、事業全体の説明や各研究会の開催日程等をお知らせしてきましたが、今回からツーリ
ズム（観光）関連事業と食育（食づくり）関連事業の 20の各研究会の取り組みを紹介します。

 

城
下
町
工
芸

　
　
（
田
楽
火
鉢
）
研
究
会

　

田
楽
は
古
く
か
ら
竹
田
に
伝
わ

る
食
文
化
の
一
つ
で
す
。
そ
の
復

活
に
力
を
注
い
だ
陶
芸
グ
ル
ー
プ

「
あ
す
な
ろ
会
」
の
方
た
ち
に
よ

っ
て
、
田
楽
火
鉢
が
現
代
に
よ
み

が
え
り
、
注
目
を
浴
び
た
の
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

城
下
町
工
芸
（
田
楽
火
鉢
）
研

究
会
で
は
、「
あ
す
な
ろ
会
」
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
学
び
、

そ
の
貴
重
な
経
験
を
活
か
す
事
に

よ
っ
て
、
田
楽
火
鉢
の
さ
ら
な
る

品
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た

田
楽
の
開
発
・
研

究
を
行
い
、
田
楽

火
鉢
と
食
材
の
素

晴
ら
し
さ
を
全
国

に
向
け
て
情
報
発
信
し
、
販
売
す

る
仕
組
み
づ
く
り
等
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。

 

周
遊
型
観
光
研
究
会

　

県
域
を
超
え
た
広
域
観
光
経
済

圏
の
実
現
を
目
指
す
周
遊
型
観
光

研
究
会
で
は
、
竹
田
市
の
魅
力
再

発
見
、
再
確
認
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
研
究
員
か
ら
「
竹
田

市
を
五
感
で
巡
る
旅
」
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
回
覧
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

こ
れ
は
岡
の
里
事
業
実
行
委
員

会
20
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
企
画
さ
れ
、
市
民
を
対
象
と
し

た
講
座
で
、
ふ
る
さ
と
再
発
見
、

ガ
イ
ド
育
成
、
周
遊
型
観
光
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
等
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

　

観
光
客
の
受
け
皿
と
し
て
の
エ

ス
コ
ー
タ
ー
や
ガ
イ
ド
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
起
業
や
雇
用
の

場
の
創
出
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

 

農
産
加
工
研
究
会

　

農
産
加
工
研
究
会
で
は
、
竹
田

市
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
使
用

し
、
加
工
す
る
こ
と
で
付
加
価
値

を
つ
け
、
よ
り
売
れ
る
商
品
を
開

発
し
、
新
た
な
加
工
所
等
、
雇
用

の
場
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
摘て

き
か果
や
規
格
外
等
で
廃

棄
さ
れ
て
い
た
農
産
物
を
有
効
活

用
し
、
様
々
な
加
工
品
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
こ
の
研
究
会
の
テ
ー

マ
の
一
つ
で
す
。

　

現
在
、「
し
い
た
け
醤

び
し
お

」
の
商

品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

料
理
で
は
使
用
し
な
い
椎
茸
の
足ヘ

タ

の
部
分
を
使
っ
た
醤
油
風
の
調
味

料
で
す
。
し
い
た
け
の
風
味
と
旨

み
の
効
い
た
竹
田
の
新
し
い
調
味

料
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

 

発
酵
商
店
街
研
究
会

　

発
酵
商
店
街
研
究
会
で
は
、
麹

こ
う
じ

を
使
っ
た
竹
田
な
ら
で
は
の
商
品

づ
く
り
と
、
麹
文
化
の
再
生
を
進

め
、
麹
の
香
る
町
、
発
酵
商
店
街

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
か
ぼ
す
胡
椒
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
料
理
に
加

え
る
こ
と
で
旨
み
と
か
ぼ
す
の
さ

わ
や
か
な
風
味
が
増
し
ま
す
。
竹

田
の
全
て
の
台
所
、
厨
房
、
食
卓

に
置
い
て
あ
る
逸
品
と
な
る
よ
う
、

ま
た
起
業
に
向
け
て
実
習
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。
麹
を
使
っ
た
竹
田

独
自
の
商
品
開
発
は
今
後
も
続
い

て
い
き
ま
す
。

城下町工芸（田楽火鉢）研究会
と田楽火鉢

農産加工研究会

発酵商店街研究会

ここから拓
ひら

く　あなたの未来！

http://taketa-shokuiku.org
mailto:taketa-p@wine.plala.or.jp
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つ
れ
づ
れ

 

つ
れ
づ

つ
れ
づ
れれ

つ
れ
づ
れ

な
る
ま
ま
に 

⑫

Der Friese spricht　フリース人が語る

竹
田
市
長

　
牧

　
剛

　尓

ドイツ料理とは
　「ドイツ料理はどのようなも
のですか？」とたびたび尋ね
られます。最初に思い浮かぶ
食材は、やはりポテトです。
ドイツ料理においてジャガイ
モは重要な食材で、種類が豊
富にあります。料理方法も多
彩で、サラダ、スープや煮込
み料理、オーブン料理、肉料
理の付け合せにと大活躍です。ちなみに、ドイツ
ではポテトは野菜ではなく、麺、米や麦等と同じ
く炭水化物として扱われています。
　また、ソーセージやハムも有名で、1,700 種類
以上あります。中でも「カリー・ヴルスト」とい
う一口大に切ったソーセージにカレースパイスを
ふりかけて、ケチャップをつけた料理が人気です。
屋台等で食べられ、ベルリンのものが一番美味し
いと言われています。
　ドイツのパンは、中が茶色だったり、白っぽか
ったり穀粒やクルミ等が入っていたりバラエティ
ーに富んでいます。食感は外側がカリッとして香
ばしいのが特長です。大型のパンが300種類以上、
小型のものは 1,200 種類以上あります。朝食や夕
食の際にチーズやハム、ジャム等をのせて食べま
す。
　そして、ケーキは大人にも大人気で、午後のコ
ーヒーや紅茶とケーキの時間は “第４の食事 ”と言
われるぐらいです。季節の果物、チーズやチョコ
を使ったケーキがドイツ人は大好きで、ケーキそ
のものや切り分けた一片は日本のものより大きい
です。
　ドイツ料理は、地中海地域をはじめ、多くの国
の影響を受けているため、日常的な食事もかなり
多国籍です。ドイツ料理を語るにはスペースが足
りませんが、ほんのさわりを紹介いたしました。

　「
花
に
浮
世

　
酒
白
く
し
て

　

飯
黒
し
」
酒
を
こ
よ
な
く
愛
し
た

松
尾
芭
蕉
の
句
で
す
が
、
こ
れ
は

ど
ぶ
ろ
く
と
玄
米
飯
を
楽
し
ん
だ

も
の
で
す
。

　
ど
ぶ
ろ
く
と
い
え
ば
平
成
16
年

に
ど
ぶ
ろ
く
特
区
が
認
め
ら
れ
今

回
花
開
い
た
も
の
で
、
自
然
・
歴

史
・
文
化
の
色
濃
い
竹
田
に
似
合

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
桜
花
爛
漫
の
こ
の
季
節
に

合
わ
せ
、
後
藤
さ
ん
の
サ
リ
モ
ス

で
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た

の
は
誠
に
結
構
。

　
さ
て
豪
華
絢
爛
な
春
の
大
名
行

列
は
、
甲
冑
武
者
行
列
、
火
縄
銃

の
演
出
と
合
わ
せ
、
岡
藩
御
用
港

で
あ
っ
た
大
分
市
三
佐
か
ら
昔
さ

な
が
ら
の
山
車
３
台
も
参
加
し
、

６
日
㈰
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
２
年
ぶ
り
に
城
主
に
復
帰
す
る

こ
と
と
な
り
、
馬
上
の
人
と
な
れ

と
の
こ
と
で
す
。
花
見
酒
に
酔
い

し
れ
て
馬
か
ら
落
ち
て
落
馬
し
て

と
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
が
…
。

５
月
１
日
か
ら
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す

　
窓
口
で
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
等

を
請
求
す
る
際
、
本
人
と
確
認
で

き
る
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　「
戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」、「
住
民
基
本
台
帳
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」（
以
下
「
改

正
法
」）
が
５
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

　
改
正
法
で
は
、
個
人
情
報
を
保

護
す
る
観
点
か
ら
戸
籍･

住
基
の

公
開
制
度
（
戸
除
籍
の
謄
抄
本
、

住
民
票
等
の
交
付
請
求
）
の
あ
り

方
を
改
め
、ま
た
虚
偽
の
届
出
（
虚

偽
の
養
子
縁
組
等
）
に
よ
っ
て
戸

籍
や
住
民
基
本
台
帳
に
真
実
で
な

い
記
載
が
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す

る
（
戸
籍･

住
民
基
本
台
帳
の
記

載
の
真
実
性
の
担
保
）
た
め
の
法

的
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
大
き
な

柱
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
、
す
で
に
行
な

わ
れ
て
い
る
戸
籍
の
届
出
や
住
民

異
動
届
の
際
の
本
人
確
認
に
加
え
、

住
民
票
や
戸
籍
謄
本
等
の
交
付
請

求
を
す
る
際
の
本
人
確
認
も
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
本
人
確
認
の
た
め
に
提
示
し
て

　
い
た
だ
く
身
分
証
明
書

 

１
つ
で
足
り
る
も
の

　
官
公
庁
が
発
行
し
た
顔
写
真
が

貼
付
さ
れ
た
身
分
証
明
書

　
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
写
真
付
）、
旅
券
（
パ

ス
ポ
ー
ト
）、
身
体
障
害
者
手
帳
、

外
国
人
登
録
証
な
ど

 

２
つ
以
上
必
要
な
も
の

　
官
公
庁
が
発
行
し
た
身
分
証
明

書　
健
康
保
険
証
、
国
民
年
金
手
帳
、

年
金
証
書
な
ど

●
お
問
い
合
せ

　
市
民
課

　
☎
63‒

４
８
０
４

　
大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局

　
☎
63‒

２
３
１
５

　
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w
w
.m
oj.go.jp

http://www.moj.go.jp
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チャレンジ ! おおいた国体
竹田市実行委員会
TEL （63）4822
FAX （62）3488

e-mail:kokusui@city.taketa.lg.jp
　国体・掲載記事に関するご意
見、お問い合わせは上記まで　

竹田市実行委員会公式ホームページ　http://www2.city.taketa.oita.jp/seikatsu/kokutai/

競　技　日　程
ソフトボール　2008年9月28日～30日
ラグビー　　2008年10月3・5・7日
山　　岳　　2008年10月3日～5日
国体まで
　　あと179日

明るい笑顔で 美しい竹田に

あなたが主役 ～まごころこめた
　　　おもてなし～

国
体
ま
で
あ
と
１
７
９
日

　
　
　

 

専
門
委
員
会
で
は
今
…

 

総
務
企
画
専
門
委
員
会

６
月
に
炬
火
パ
レ
ー
ド

　

競
技
全
般
に
わ
た
る
体
制
づ
く

り
や
、
選
手
役
員
を
は
じ
め
多
く

の
方
を
お
迎
え
す
る
準
備
を
し
て

い
ま
す
。
国
体
前
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
祖
母
山
頂
と
久
住
山
頂
で
炬
火

の
採
火
式
を
行
い
ま
す
。
１
０
０

日
前
イ
ベ
ン
ト
で
市
内
５
か
所
を

パ
レ
ー
ド
し
、
集
火
し
ま
す
。
集

火
後
は
、
市
役
所
玄
関
に
炬
火
を

保
管
し
ま
す
。

　

運
営
に
か
か
る
具
体
的
な
取
り

組
み
は
、
自
治
会
を
は
じ
め
各
種

団
体
に
国
体
へ
の
参
加
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

 

広
報
市
民
運
動
専
門
委
員
会

・
市
民
運
動

　

身
近
に
で
き
る
取
り
組
み
か
ら

　
『
花
い
っ
ぱ
い
』・『
環
境
美
化
』・

『
歓
迎
装
飾
』
の
３
運
動
を
柱
に

し
て
い
ま
す
。

　

学
校
や
各
種
団
体
の
協
力
の
も

と
、
会
場
を
飾
る
サ
ル
ビ
ア
の
育

成
、
応
援
の
ぼ
り
旗
の
作
製
等
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
場
所

の
花
植
え
や
ゴ
ミ
拾
い
、
あ
い
さ

つ
の
励
行
等
個
人
で
も
で
き
る
取

り
組
み
を
啓
発
し
、
訪
れ
る
方
々

を
あ
た
た
か
く
お
も
て
な
し
で
き

る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
会
場
へ
足
を
運
び
、

選
手
を
応
援
す
る
こ
と
も
市
民
運

動
の
一
つ
で
す
。
42
年
ぶ
り
の
国

体
を
み
ん
な
で
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

う
。　

・
広
報
活
動

　

国
体
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

市
報
に
掲
載
の
「
め
じ
ろ
ん
タ
イ

ム
ズ
」
や
、
実
行
委
員
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
た
国
体
情
報
の

発
信
、
啓
発
看
板
や
垂
れ
幕
の
設

置
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
等
で
広

く
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
広
報

を
通
じ
て
様
々
な
形
で
国
体
に
参

加
さ
れ
て
い
る
方
を
紹
介
す
る
こ

と
で
、
１
人
で
も
多
く
の
方
に
国

体
に
関
心
を
持
っ
て
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
市
全
体
を
盛
り
上
げ
て

い
く
雰
囲
気
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

 

観
光
物
産
専
門
委
員
会

竹
田
名
産
で
お
も
て
な
し

　

訪
れ
た
方
々
を
心
か
ら
あ
た
た

か
く
迎
え
、
竹
田
の
歴
史
・
文
化
・

観
光
等
を
全
国
に
発
信
し
、
末
永

い
交
流
の
基
盤
を
作
ろ
う
と
準
備

を
し
て
い
ま
す
。

・
物
産
に
つ
い
て

　

各
会
場
に
て
「
お
も
て
な
し
売

店
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て
、
竹

田
の
名
産
品
や
観
光
土
産
品
、
国

体
関
連
グ
ッ
ズ
等
を
販
売
し
、
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。（
募
集
期
間
は
６
月

１
日
か
ら
30
日
ま
で
で
す
。
別
途

お
知
ら
せ
し
ま
す
）

・
お
も
て
な
し
に
つ
い
て

　

郷
土
料
理
の「
だ
ん
ご
汁
」を
各

会
場
に
来
場
し
た
皆
さ
ん
に
無
料

で
振
る
舞
い
ま
す
。ま
た
、無
料
の

ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

　

現
在
、
お
も
て
な
し
を
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
広
く

募
集
し
て
い
ま
す
。

・
観
光
に
つ
い
て

　

観
光
マ
ッ
プ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
の
活
用
や
各
会
場
等
に
設
置
す

る
受
付
案
内
所
で
の
Ｐ
Ｒ
、
さ
ら

に
は
観
光
施
設
で
の
受
け
入
れ
体

制
を
整
え
、「
ま
た
竹
田
に
来
た

い
！
」
と
多
く
の
方
々
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
竹
田
な
ら
で

は
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
す
。

 

宿
泊
医
療
衛
生
専
門
委
員
会

　

大
会
に
訪
れ
た
競
技
関
係
者
は
、

市
内
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
民
宿
に

宿
泊
し
、
昼
食
は
市
内
の
弁
当
業

者
に
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
関

係
者
の
皆
さ
ん
を
あ
た
た
か
く
お

迎
え
で
き
る
よ
う
、
宿
泊
、
弁
当

の
各
業
者
、
関
係
機
関
で
協
議
、

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
測
の
事
態
に
備
え
る

（県内の工業高校生製作の炬火台）

http://www2.city.taketa.oita.jp/seikatsu/kokutai/
mailto:kokusui@city.taketa.lg.jp
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めじろんが行く!!
～卒業おめでとう!～

中学生へ向けて
　　　チャレンジ!
（6年生を送る会）
岡本小学校（写真上）
明治小学校（写真右）

限界へチャレンジ!
（第21回
　岡の里名水マラソン大会）

と
み
ぃ
の
部
屋　

〜
顔
〜

　

大
学
時
代
、
部
活
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
た
私
に
先
輩
が
言
っ
た

言
葉
は
、「
チ
ー
ム
の
印
象
は
あ
な
た
次
第
。
あ
な
た
は
チ
ー
ム
の
『
顔
』

な
ん
よ
」
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
引
退
す
る
ま
で
、
私
は
「
挨
拶
」
と
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ
掃
除
」
を
欠
か
さ
ず
行
っ
た
。
当
時
は
、
中
途
半
端

な
チ
ー
ム
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
最
近
、
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
と
い
う
声

を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

国
体
に
は
全
国
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
や
っ
て
く
る
。
多
く
の
人

は
「
竹
田
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」
と
い
う
思
い
で
訪
れ
る
だ
ろ
う
。
お

そ
ら
く
、
受
け
る
印
象
は
、
訪
れ
た
場
所
や
出
会
っ
た
人
に
よ
っ
て
大
き

く
影
響
し
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

豊
か
な
自
然
と
歴
史
と
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
、
竹
田
市
。
ア
ピ
ー
ル
す
る

に
は
国
体
は
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り
が
「
竹
田
市
の
『
顔
』」

と
な
り
、「
よ
う
こ
そ
」
と
大
切
な
人
を
心
か
ら
迎
え
る
気
持
ち
が
「
ま
た

来
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

プレイバック剛健国体 第8回

～国体がつなぐモノ～
渡 辺 宗 幸 さん（竹田）

　　　　　　　　渡辺さんは、昭和40年のソフトボールリハーサル大会
　　　　　　　に出場した私立北陸高校（福井県）のチーム係でした。練
　　　　　　習の様子、選手達の礼儀正しさに感動した渡辺さんは、勝
利を願ってチームを支えましたが、結果は一回戦敗退。あまりのふがいな
さに、加藤光明監督は激怒し、選手はしょげていました。「遠いところか
ら来たのに…」とかわいそうに感じた渡辺さんは、「せめて良い思い出を」
と、予定を一日延ばしてもらい名所案内をしました。選手はもちろん、加
藤監督も笑顔になり、翌年の再会を誓って帰りました。
　知らない土地で不安がいっぱいの中、おもてなしをしてくれた渡辺さ
んに恩返しをしたいという思い、「また来てくださいよ」の一言と、送
られてきた「姫だるま」を支えに、選手達は練習に明け暮れました。そ
の思いは実現し、再会を果たすことができました。
　国体では渡辺さんは式典係だったため、チーム係は工藤康生さんが担
当。また、福井県代表チームが来るということを聞いた林宣一郎さんが
「東京に就職したときにお世話になった福井県出身の先輩へお礼に」と
いう思いから食べ物の差し入れで応援、まごころのおもてなしをたくさ
ん受けたチームは準優勝という成績で応えました。
　国体が終わって、渡辺さん達は寄せ書き入りの市旗、国体旗を送り、
チームからは二年後の福井国体での再々会を誓った
手紙等が届きました。福井国体の際には、三人が来
ることが困難と知った選手達は、当時の市長に「国
体に来て欲しい」という嘆願の手紙を送りました。
また、加藤監督は、「お世話になった竹田を見せて
あげたい」という強い願いから修学旅行で生徒と共
に来竹。岡城築城八百年祭でもお祝いにスイセンの
花束が届く等、現在も定期的に交流が続いています。
　国体でのおもてなしがつないだ友情。これからも
ずっと続いていくでしょう。

と
と
も
に
、
き
れ
い
な
会
場
を
保

つ
為
に
医
療
・
救
急
体
制
の
整
備
、

環
境
衛
生
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

 

輸
送
交
通
・
警
備
専
門
委
員
会

　

大
会
に
訪
れ
る
競
技
関
係
者
・

一
般
観
覧
者
の
輸
送
及
び
安
全
対

策
に
つ
い
て
計
画
、
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

初
め
て
竹
田
を
訪
れ
る
人
が
会

場
ま
で
安
心
し
て
到
着
で
き
る
た

め
の
案
内
看
板
の
設
置
や
、
駐
車

場
の
確
保
、
会
場
内
の
警
備
を
主

な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
選
手
が
出

場
す
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
成
年
女
子

を
中
心
に
、
各
会
場
に
は
多
く
の

来
場
者
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
応
援

に
行
か
れ
る
際
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

等
で
の
移
動
を
お
願
い
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
市
報
等
で

駐
車
場
の
位
置
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
運
行
計
画
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

を
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

心
を
一
つ
に
し
て
国
体
を
盛
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。
竹
田
の
良
さ
を

伝
え
ま
し
ょ
う
！

北陸高校が修学旅行で来竹した時の記事
（昭和 47 年　大分合同新聞）
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ぼくたち・わたしたちの学び舎

発表する児童

白　丹
保育所

　

久
住
高
原
に
春
を
告
げ
る

野
焼
き
の
煙
を
見
つ
け
、「
あ
っ
、

山
が
燃
え
よ
う
！
」
と
驚
く

子
ど
も
た
ち
。
白
丹
保
育
所

は
久
住
山
が
一
望
で
き
る
場

所
に
あ
り
ま
す
。

　

道
路
を
挟
ん
で
白
丹
小
学

校
、
近
く
に
は
地
域
の
憩
い

の
場
で
あ
る
白
丹
温
泉
が
あ

り
ま
す
。
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
季
節
を
体
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
保
育
所
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
、
保
護
者

の
方
か
ら
信
頼
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
の
重
要
な
時
間

の
多
く
を
過
ご
す
保
育
所
で

は
、生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て

い
く
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
を
大
切
に
愛
情
を
持

っ
て
関
わ
り
、
基
本
的
生
活
習

慣
の
自
立
を
援
助
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
通
し
て
豊
か
な

心
を
育
て
る
保
育
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
方
も
家
族
ふ
れ

あ
い
遠
足
や
夕
涼
み
会
、
運

動
会
等
の
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に

は
、「
子
ど
も
た
ち
に
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
み
せ
た
い
。」
と
町

内
駅
伝
大
会
に
参
加
す
る
等
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
連
携
も

よ
く
、
子
育
て
を
一
緒
に
楽
し

み
、
支
え
合
う
姿
が
見
ら
れ
、

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
や
老
人

会
の
方
と
の
交
流
も
多
く
、
お

餅
つ
き
や
昔
な
が
ら
の
遊
び
の

指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

保
護
者
会
と
一
緒
に
奉
仕
作
業

や
環
境
整
備
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
白
丹
校
区
の

学
童
保
育
に
保
育
所
の
一
室
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
小
学
生

の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
遊

ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

入
所
さ
れ
て
い
な
い
子
育
て
家

庭
の
方
に
施
設
開
放
も
行
い
、

地
域
の
子
育
て
支
援
の
場
と

し
て
、
地
域
の
方
に
子
ど
も
た

ち
の
か
わ
い
い
笑
顔
と
元
気
を

お
届
け
す
る
保
育
所
と
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 （
佐
藤
美
紀
）

地
域
や
保
護
者
と
支
え
合
う

　
　
　

 

子
育
て
支
援
の
場
に

未
来
の
竹
田
市
プ
ラ
ン

　

久
住
小
学
校
の
６
年
生
15
人
が
、

農
業
や
観
光
、
環
境
等
の
視
点
か

ら
「
未
来
の
竹
田
市
プ
ラ
ン
」
を

発
表
し
、
市
議
会
議
員
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

首
藤
温
那
さ
ん
は
「
緊
張
し
て

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
わ
か
っ
て
も

ら
え
た
と
思
う
。」
と
話
し
ま
し
た
。

落
書
き
も
心
も
き
れ
い
に

　

直
入
小
学
校
と
直
入
中
学
校
の

児
童
、生
徒
、教
職
員
等
約
１
０
０

人
が
、
３
月
12
日
、
直
入
総
合
支

所
入
口
周
辺
の
道
路
の
壁
に
書
か

れ
た
落
書
き
を
消
し
ま
し
た
。

　

田
上
昂
平
く
ん
（
直
入
中
２
年
）

は
「
名
前
を
書
か
れ
た
人
は
嫌
な

思
い
を
す
る
。
み
ん
な
の
心
も
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
で
き
る
。」
と
話
し

ま
し
た
。

落書きを苔ごと落とす

思
い
出
深
い
〝
門
〞
出

　

豊
岡
小
学
校
の
６
年
生
13
人
は
、

卒
業
記
念
に
保
護
者
や
教
職
員
等

と
稲
葉
川
に
面
し
た
出
入
り
口
に

門
を
作
り
ま
し
た
。
門
は
、
川
か

ら
運
ん
で
き
た
石
を
台
に
レ
ン
ガ

が
積
ま
れ
、
中
は
空
洞
に
な
っ
て

お
り
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
入
れ

ら
れ
ま
し
た
。
吉
岡
里
紗
さ
ん
は

「
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で

す
ご
く
い
い
も
の
が
作
れ
て
よ
か

っ
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

６年生と手づくりの門
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㉛

ちょっと
　よりみち

　
本
年
度
は
、
旧
竹
田
市
が

昭
和
53
年
に
伝
統
的
文
化
都

市
の
指
定
を
受
け
て
30
年
目

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
行

政
で
も
民
間
で
も
様
々
な
努

力
が
重
ね
ら
れ
、
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。
城
下
町
の
個

性
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
〝
歴

史
の
道
〞
等
、
見
違
え
る
ば

か
り
で
す
。

　
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
個
性

を
磨
い
て
き
た
荻
町
、
久
住

町
、直
入
町
と
合
併
し
、新
竹

田
市
も
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。

  

よ
り
深
く
合
併
の
意
味
を

　
　  

感
じ
て
も
ら
う
た
め
に

　
岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会

で
は
、
市
企
画
情
報
課
等
の

支
援
の
下
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
〝
ふ
る
里
竹
田
〞
を
再
発

見
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
各

エ
リ
ア
に
呼
び
か
け
、
手
を

つ
な
い
で
、
今
年
度
「
竹
田

市
を
五
感
で
巡
る
旅
市
民
講

座
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

講
座
は
、
年
間
を
通
し
て
５

回（
城
下
町
と
岡
城
跡
、入
田

と
神
原
、荻
と
九
重
野
、久
住
、

長
湯
温
泉
）
行
な
わ
れ
ま
す
。

平成20年という年は
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
が
受
け

入
れ
体
制
を
整
え
て
、
皆
さ

ん
に
学
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
た
方
に
は
「
参

加
証
」
を
差
し
上
げ
る
企
画

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

  

歴
史
の
教
訓
は

　
　
　
　
　  

進
路
を
照
ら
す

　
こ
の
ほ
ど
「
ま
る
ご
と
博

物
館
」
執
筆
者
の
集
い
が
も

た
れ
ま
し
た
。
ふ
る
里
が
生

ん
だ
先
人
た
ち
、
さ
ら
に
は

〝
土
が
記
憶
し
て
い
る
こ
と
〞

を
消
し
去
る
こ
と
な
く
、
今

年
度
こ
れ
ま
で
よ
り
執
筆
テ

ー
マ
の
枠
を
広
げ
て
取
り
組

も
う
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
数
々
の
日
本
百
選
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
る
〝
ふ
る
里

竹
田
〞。
そ
し
て
国
立
、
国
定

公
園
の
中
に
住
む
私
た
ち
。

　「
少
し
で
も
元
気
に
な
る
こ

と
に
貢
献
で
き
れ
ば
。」
と
い

う
思
い
で
進
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
歴
史
と
自
然
を
護
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）

第31回

　
朝
、
目
を
覚
ま
さ
せ
て
く
れ
た

の
は
ド
イ
ツ
で
は
珍
し
い
大
粒
の

雨
だ
っ
た
。
一
日
中
降
り
続
い
た

お
陰
で
「
地
球
上
で
最
も
美
し
い

七
都
市
の
一
つ
」
と
フ
ン
ボ
ル
ト

が
称
え
た
パ
ッ
サ
ウ
の
街
は
少
し

寂
し
げ
に
見
え
た
が
、
観
客
は
そ

ん
な
様
子
は
微
塵
も
感
じ
さ
せ
ず

に
、
初
公
演
と
は
思
え
な
い
程
の

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　
公
演
を
終
え
、
今
夜
の
ホ
テ
ル

へ
バ
ス
で
移
動
す
る
間
に
腕
時
計

の
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
、
日
付
が
変

わ
っ
た
事
を
教
え
て
く
れ
た
。
明

日
ロ
ー
ゼ
ン
ハ
イ
ム
で
の
公
演
を

終
え
る
と
、
私
た
ち
は
日
本
へ
一

旦
帰
国
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

２
０
０
８
年
が
始
ま
っ
て
間
も
な

く
離
れ
た
久
住
が
、
一
体
ど
の
よ

「旅の終わりに、久住を想う」

う
な
風
景
に
変
化
し
て
い
る
だ
ろ

う
と
想
像
し
、
心
が
躍
っ
た
。

　
霜
柱
が
サ
ク
サ
ク
と
心
地
好
い

音
を
立
て
て
い
た
丘
は
、
新
緑
の

絨じ
ゅ
う
た
ん
毯
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
玄
関
ま
で
並
ん
で

生
い
茂
る
桜
は
、
薄
紅
色
の
蕾

つ
ぼ
み
が

ゆ
っ
く
り
と
膨
ら
み
を
増
し
て
い

る
頃
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
脳
裏

に
焼
き
付
い
た
春
の
景
色
が
、
３

か
月
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー
の

疲
れ
を
あ
っ
と
い
う
間
に
和
ら
げ

て
く
れ
た
。

　
今
晩
ゆ
っ
く
り
眠
っ
て
最
後
の

ド
イ
ツ
で
の
公
演
を
満
喫
し
よ

う
。雨
は
も
う
や
ん
だ
の
だ
か
ら
。

 

　（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー

　
黒
柳
夏
子
）

　
早
春
、
竹
田
の
空
に
は
花
粉
と

黄
砂
と
〝
野
焼
き
の
灰
〞
が
舞
い

ま
す
。
高
原
の
草
地
や
田
畑
の
法

面
等
の
枯
れ
草
に
火
が
放
た
れ
、

炎
が
高
く
上
が
り
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、
草
原
を
草
地
の
ま

ま
維
持
す
る
た
め
、
古
く
か
ら
行

わ
れ
、
新
た
に
出
る
若
草
の
た
め

の
肥
料
や
害
虫
を
焼
き
殺
す
効
果

も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
美
し
い
草
原
が
広
が
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
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竹
田
市
人
事
異
動

　
【
平
成
20
年
４
月
１
日
付（ 　

）内
は
旧
役
職
】

■
部　

長

▽
産
業
建
設
部
長
（
産
業
建
設
部
商
工
観
光
課

長
兼
瀧
廉
太
郎
記
念
館
長
兼
野
外
活
動
施
設
所

長
）
河
野
通
友
▽
荻
総
合
支
所
長
兼
荻
総
合
支

所
地
域
振
興
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局

長
（
荻
総
合
支
所
長
）
菅
良
二
▽
久
住
総
合
支

所
長
兼
久
住
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
選
挙

管
理
委
員
会
久
住
支
局
長
（
産
業
建
設
部
建
設

課
長
）
本
郷
俊
一
▽
直
入
総
合
支
所
長
兼
直
入

総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会

直
入
支
局
長
（
市
民
福
祉
部
保
険
課
長
）
佐
藤

英
俊
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長（
水
道
課
長
）

舩
越
武
典
▽
教
育
次
長
（
市
民
福
祉
部
付
参
事

〈
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
〉）
梶
原
光

■
課　

長

▽
市
民
福
祉
部
付
参
事
〈
社
会
福
祉
協
議
会
派

遣
〉（
市
民
福
祉
部
人
権
・
同
和
対
策
課
長
）

後
藤
隆
裕
▽
市
民
福
祉
部
保
険
課
長
（
教
育
委

員
会
直
入
教
育
課
長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同
調

理
場
長
兼
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

直
入
中
央
公
民
館
長
）
吉
岡
幸
二
▽
市
民
福
祉

部
人
権
・
同
和
対
策
課
長
（
市
民
福
祉
部
人
権
・

同
和
対
策
課
長
補
佐
兼
人
権
・
同
和
対
策
係

長
）
加
藤
富
美
男
▽
市
民
福
祉
部
養
護
老
人
ホ

ー
ム
南
山
荘
長
（
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
参

事
兼
荻
保
育
所
長
兼
柏
原
保
育
所
長
）
堀
敏
英

▽
産
業
建
設
部
農
林
整
備
課
長
（
産
業
建
設
部

耕
地
課
長
）
菅
孝
司
▽
産
業
建
設
部
商
工
観
光

課
長
兼
瀧
廉
太
郎
記
念
館
長
兼
野
外
活
動
施
設

所
長
（
産
業
建
設
部
農
林
畜
産
課
参
事
〈
わ
か

ば
農
業
公
社
派
遣
〉）
甲
斐
政
徳
▽
産
業
建
設

部
建
設
課
長
（
産
業
建
設
部
建
設
課
参
事
〈
企

画
調
整
担
当
〉）
菊
池
二
郎
▽
産
業
建
設
部
建

設
課
参
事
〈
企
画
調
整
担
当
〉
兼
道
路
管
理
係

長
（
荻
総
合
支
所
建
設
課
長
補
佐
）
工
藤
義
彦

▽
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
荻
分

室
長
（
荻
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
選
挙
管

理
委
員
会
荻
支
局
長
）
穴
見
一
男
▽
荻
総
合
支

所
建
設
課
長
（
教
育
委
員
会
荻
教
育
課
長
兼
荻

学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
荻
中
央
公
民
館
長

兼
柏
原
公
民
館
長
兼
荻
み
ら
い
館
長
）
内
田
賢

一
▽
久
住
総
合
支
所
産
業
課
長
（
久
住
総
合
支

所
建
設
課
長
）
荒
牧
真
一
▽
久
住
総
合
支
所
建

設
課
長
（
荻
総
合
支
所
建
設
課
長
）
佐
藤
正
▽

直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
直
入

分
室
長
（
教
育
委
員
会
久
住
教
育
課
長
兼
久
住

学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
久
住
中
央
公
民
館

長
）麻
生
宗
洋
▽
直
入
総
合
支
所
産
業
課
長（
久

住
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員

会
久
住
支
局
長
）
志
賀
義
治
▽
直
入
総
合
支
所

建
設
課
長
（
久
住
総
合
支
所
産
業
課
長
）
吉
野

修
一
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
兼
Ｂ
＆
Ｇ

直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
（
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
長
）
後
藤
信
市
▽
教
育
委
員
会
中
央
公

民
館
長
兼
文
化
会
館
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
長

兼
荻
・
柏
原
・
久
住
・
白
丹
・
都
野
・
直
入
公

民
館
長
（
教
育
委
員
会
中
央
公
民
館
長
兼
文
化

会
館
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
長
）
倉
原
準
一
▽

教
育
委
員
会
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼

久
住
・
直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
（
教
育

委
員
会
竹
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
）
塩
谷

寛
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
直
入
総
合
支
所

市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
直
入
分
室
長
）
清
田

武
重
▽
水
道
課
長
（
産
業
建
設
部
商
工
観
光
課

参
事
）
工
藤
克
美

■
課
長
補
佐

▽
総
務
企
画
部
財
政
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長

（
総
務
企
画
部
財
政
課
管
財
係
長
）
伊
藤
博
文

▽
市
民
福
祉
部
市
民
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長

（
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
）
田
原
千
寿
子

▽
市
民
福
祉
部
市
民
課
長
補
佐
兼
年
金
係
長

（
市
民
福
祉
部
市
民
課
年
金
係
長
）
和
田
春
美

▽
市
民
福
祉
部
保
険
課
長
補
佐
兼
国
保
・
高
齢

者
医
療
係
長
（
市
民
福
祉
部
保
険
課
長
補
佐
兼

国
保
・
老
人
医
療
係
長
）
後
藤
俊
治
▽
市
民
福

祉
部
人
権
・
同
和
対
策
課
長
補
佐
兼
人
権
・
同

和
対
策
係
長
（
水
道
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）

藤
原
誠
一
▽
市
民
福
祉
部
福
祉
事
務
所
次
長
兼

竹
田
保
育
所
長
（
市
民
福
祉
部
荻
保
育
所
次
長

兼
保
育
係
長
）
石
井
と
も
子
▽
市
民
福
祉
部
竹

田
保
育
所
次
長
（
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課

長
補
佐
兼
白
丹
保
育
所
長
）
佐
藤
美
紀
▽
産
業

建
設
部
農
林
畜
産
課
長
補
佐
兼
林
業
振
興
係
長

（
直
入
総
合
支
所
産
業
課
長
補
佐
）
大
塚
幸
憲

▽
産
業
建
設
部
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
基
盤
整

備
係
長
（
久
住
総
合
支
所
建
設
課
長
補
佐
）
大

塚
俊
裕
▽
産
業
建
設
部
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼

農
村
計
画
係
長
（
直
入
総
合
支
所
商
工
観
光
課

長
補
佐
兼
温
泉
療
養
文
化
館
長
）
後
藤
芳
彦
▽

荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
兼
荻
保
育
所

長
兼
柏
原
保
育
所
長
（
総
務
企
画
部
税
務
課
課

税
係
長
）
阿
南
光
記
▽
荻
総
合
支
所
産
業
課
長

補
佐
（
久
住
総
合
支
所
産
業
課
長
補
佐
）
飯
田

啓
三
▽
荻
総
合
支
所
建
設
課
長
補
佐
（
建
設
課

長
補
佐
兼
道
路
河
川
係
長
）
佐
藤
孝
幸
▽
久
住

総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
選
挙
管
理
委

員
会
久
住
支
局
次
長
（
産
業
建
設
部
農
林
畜
産

課
長
補
佐
兼
林
業
振
興
係
長
）
下
藤
由
典
▽
久

住
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
兼
白
丹
保
育

所
長
（
市
民
福
祉
部
竹
田
保
育
所
次
長
兼
保
育

係
長
）
後
藤
ふ
き
子
▽
久
住
総
合
支
所
産
業
課

長
補
佐
（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
農
地
係

長
）
楢
木
野
康
雄
▽
久
住
総
合
支
所
建
設
課
長

補
佐
（
産
業
建
設
部
耕
地
課
長
補
佐
兼
工
務
係

長
）
秦
博
典
▽
直
入
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長

補
佐
兼
選
挙
管
理
委
員
会
直
入
支
局
次
長
（
産

業
建
設
部
建
設
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）
那
須

英
俊
▽
直
入
総
合
支
所
産
業
課
長
補
佐
（
産
業

 
副
市
長
就
任
（
４
月
１
日
付
）

　

副
市
長　

志
賀　

克
洋

　

生
年
月
日

　
　

昭
和
19
年
２
月
21
日
（
64
歳
）

　

住　
　

所

　
　

竹
田
市
大
字
玉
来
１
３
６
５
番
地
５

　

最
終
学
歴

　
　

大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
卒
業

 

退　

任

　

前
副
市
長　

大
久
保　

秀
典

　

大
久
保
前
副
市
長
は
、
大
分
県
総
務
部
市

町
村
振
興
課
長
兼
観
光
・
地
域
振
興
局
参
事

と
し
て
大
分
県
に
復
帰
さ
れ
ま
す
。
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建
設
部
耕
地
課
長
補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長
）
工

藤
清
徳
▽
直
入
総
合
支
所
商
工
観
光
課
長
補
佐

兼
温
泉
療
養
文
化
館
長
（
久
住
総
合
支
所
地
域

振
興
課
長
補
佐
兼
選
挙
管
理
委
員
会
久
住
支
局

次
長
）
荒
巻
英
俊
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

長
補
佐
兼
荻
教
育
係
長
兼
荻
公
民
館
次
長
兼
荻

み
ら
い
館
館
長
（
教
育
委
員
会
荻
教
育
課
長
補

佐
）
本
田
隆
憲
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長

補
佐
兼
久
住
教
育
係
長
兼
久
住
公
民
館
次
長
兼

久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
（
教
育
委
員

会
久
住
教
育
課
長
補
佐
）
上
野
寿
雄
▽
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
直
入
教
育
係
長
兼

直
入
公
民
館
次
長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同
調
理

場
次
長
（
教
育
委
員
会
直
入
教
育
課
長
補
佐
）

松
尾
芳
文
▽
教
育
委
員
会
中
央
公
民
館
次
長
兼

文
化
会
館
次
長（
荻
総
合
支
所
産
業
課
長
補
佐
）

原
田
敏
治
▽
教
育
委
員
会
中
央
学
校
給
食
共
同

調
理
場
次
長
兼
管
理
係
長
（
教
育
委
員
会
中
央

公
民
館
公
民
館
係
長
）
野
田
道
人
▽
会
計
課
長

補
佐
兼
会
計
係
長
（
市
民
課
長
補
佐
兼
市
民
係

長
）
黒
田
智
子
▽
議
会
事
務
局
次
長
兼
庶
務
係

長
（
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
）
森
日
登
美
▽
農

業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
管
理
係
長
（
農
業
委

員
会
事
務
局
管
理
係
長
）
工
藤
寛
治
▽
水
道
課

長
補
佐
兼
工
務
係
長
（
水
道
課
工
務
係
長
）
堀

慎
司

■
係　

長

▽
総
務
企
画
部
総
務
課
消
防
交
通
係
長
（
荻
総

合
支
所
地
域
振
興
課
）
岩
本
郁
▽
総
務
企
画
部

税
務
課
課
税
係
長
（
総
務
企
画
部
税
務
課
）
相

馬
隆
英
▽
市
民
福
祉
部
福
祉
事
務
所
福
祉
係

長
（
市
民
福
祉
部
福
祉
事
務
所
）
倉
原
邦
夫
▽

市
民
福
祉
部
竹
田
保
育
所
保
育
係
長
（
市
民
福

祉
部
都
野
保
育
所
保
育
係
長
）
吉
野
万
千
世
▽

市
民
福
祉
部
荻
保
育
所
保
育
係
長
（
市
民
福
祉

部
柏
原
保
育
所
）
後
藤
久
美
子
▽
産
業
建
設
部

農
林
整
備
課
庶
務
係
長
（
産
業
建
設
部
耕
地
課

庶
務
係
長
）
大
塚
斎
昭
▽
産
業
建
設
部
農
林
整

備
課
地
籍
調
査
係
長
（
産
業
建
設
部
耕
地
課
大

野
川
上
流
開
発
係
長
）
工
藤
両
一
▽
産
業
建
設

部
建
設
課
庶
務
係
長
（
総
務
企
画
部
総
務
課
消

防
交
通
係
長
）
菊
池
博
文
▽
産
業
建
設
部
建
設

課
道
路
河
川
係
長
（
産
業
建
設
部
耕
地
課
）
阿

南
一
雄
▽
産
業
建
設
部
建
設
課
生
活
排
水
係

長
（
産
業
建
設
部
建
設
課
道
路
管
理
係
長
）
橘

伸
一
▽
教
育
委
員
会
中
央
公
民
館
公
民
館
係
長

（
産
業
建
設
部
農
林
畜
産
課
）
吉
野
憲
之
▽
教

育
委
員
会
南
部
幼
稚
園
主
任
教
諭
（
教
育
委
員

会
南
部
幼
稚
園
教
諭
）
深
田
佳
寿
子
▽
農
業
委

員
会
事
務
局
農
地
係
長
（
市
民
福
祉
部
福
祉
事

務
所
福
祉
係
長
）
志
賀
良
雄
▽
水
道
課
庶
務
係

長
（
市
民
福
祉
部
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
）

姫
野
修
次

■
一　

般

【
総
務
企
画
部
】
▽
総
務
課
（
教
育
委
員
会
総

務
課
）
武
内
恵
▽
総
務
課
（
市
民
福
祉
部
保
険

課
）
野
仲
康
弘
▽
総
務
課
（
教
育
委
員
会
総
務

課
）
渡
部
夕
樹
▽
総
務
課
（
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
）
後
藤
寿
子
▽
総
務
課
付
〈
大
分
県
研

修
派
遣
〉（
産
業
建
設
部
耕
地
課
）
内
柳
雅
浩

▽
企
画
情
報
課
（
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課
）

後
藤
英
樹
▽
財
政
課
（
産
業
建
設
部
建
設
課
）

後
藤
篤
美
▽
財
政
課
（
総
務
企
画
部
総
務
課
）

広
瀬
恵
三
▽
税
務
課
（
市
民
福
祉
部
福
祉
事
務

所
）
工
藤
哲
郎
▽
税
務
課
（
総
務
企
画
部
企
画

情
報
課
）
志
賀
郁
夫
▽
税
務
課
（
荻
総
合
支
所

産
業
課
）
広
橋
秀
晃
▽
税
務
課
（
久
住
総
合
支

所
産
業
課
）
伊
藤
慎
弥
▽
税
務
課
（
産
業
建
設

部
耕
地
課
）
山
村
明

【
市
民
福
祉
部
】
▽
保
険
課
（
市
民
福
祉
部
環

境
衛
生
課
）
佐
藤
錦
也
▽
保
険
課
（
市
民
福
祉

部
市
民
課
）
山
崎
竜
介
▽
健
康
増
進
課
（
荻
学

校
給
食
共
同
調
理
場
）
高
橋
和
子
▽
健
康
増
進

課
（
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課
）
児
玉
寛
子

▽
環
境
衛
生
課
（
水
道
課
）
加
藤
光
寿
▽
福
祉

事
務
所
（
議
会
事
務
局
）
松
田
好
恵
▽
福
祉
事

務
所
（
市
民
福
祉
部
健
康
増
進
課
）
渡
部
綾
▽

福
祉
事
務
所
（
直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課
）

工
藤
良
次
▽
竹
田
保
育
所
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム

南
山
荘
）
山
村
明
子
▽
竹
田
保
育
所
（
荻
保
育

所
）
吉
良
山
志
織
▽
荻
保
育
所
（
竹
田
保
育
所
）

高
橋
は
つ
み
▽
柏
原
保
育
所
（
竹
田
保
育
所
）

堀
留
里
子
▽
都
野
保
育
所
（
竹
田
保
育
所
）
宮

本
好
子
▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
（
竹
田
学

校
給
食
共
同
調
理
場
）
荒
木
京
子
▽
養
護
老
人

ホ
ー
ム
南
山
荘（
竹
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）

木
下
信
子
▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
（
竹
田

学
校
給
食
共
同
調
理
場
）
菅
里
美
▽
養
護
老
人

ホ
ー
ム
南
山
荘（
竹
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）

佐
藤
美
紀

【
産
業
建
設
部
】
▽
農
林
畜
産
課
（
総
務
企
画

部
財
政
課
）
渡
辺
一
宏
▽
農
林
畜
産
課
（
総
務

企
画
部
財
政
課
）川
越
俊
一
▽
農
林
整
備
課（
産

業
建
設
部
耕
地
課
）
工
藤
松
男
▽
農
林
整
備
課

（
産
業
建
設
部
耕
地
課
）
吉
良
栄
三
▽
農
林
整

備
課
（
産
業
建
設
部
耕
地
課
）
今
澤
盛
治
▽
農

林
整
備
課
（
産
業
建
設
部
耕
地
課
）
上
野
多
希

子
▽
農
林
整
備
課
（
産
業
建
設
部
建
設
課
）
原

田
寿
▽
農
林
整
備
課
（
産
業
建
設
部
耕
地
課
）

後
藤
誠
郎
▽
農
林
整
備
課
（
荻
総
合
支
所
建
設

課
）
吉
野
謙
吾
▽
農
林
整
備
課
（
産
業
建
設
部

耕
地
課
）
古
澤
邦
利
▽
農
林
整
備
課
（
総
務
企

画
部
税
務
課
）
児
玉
貴
生
▽
農
林
整
備
課
（
産

業
建
設
部
耕
地
課
）
大
森
康
司
▽
農
林
整
備
課

（
総
務
企
画
部
税
務
課
）
竹
下
友
治
▽
商
工
観

光
課
（
市
民
福
祉
部
福
祉
事
務
所
）
森
敦
史
▽

建
設
課
（
市
民
福
祉
部
保
険
課
）
山
井
信
二
▽

建
設
課
（
産
業
建
設
部
商
工
観
光
課
）
武
内
公

司
▽
建
設
課
（
産
業
建
設
部
耕
地
課
）
井
手
勝

隆【
荻
総
合
支
所
】
▽
地
域
振
興
課
（
総
務
企
画

部
税
務
課
）
藤
原
み
ど
り
▽
地
域
振
興
課
（
荻

総
合
支
所
市
民
生
活
課
）
伊
東
豪
▽
市
民
生
活

課
（
教
育
委
員
会
直
入
教
育
課
）
後
藤
靖
文
▽

市
民
生
活
課
（
直
入
総
合
支
所
産
業
課
）
下
田

哲
照
▽
建
設
課
（
産
業
建
設
部
耕
地
課
）
吉
野

正
臣

【
久
住
総
合
支
所
】
▽
市
民
生
活
課
（
市
民
福

祉
部
福
祉
事
務
所
）
渡
辺
潤
子
▽
市
民
生
活
課

（
教
育
委
員
会
久
住
教
育
課
）
上
村
勝
幸
▽
産

業
課
（
産
業
建
設
部
農
林
畜
産
課
）
後
藤
将
道

【
直
入
総
合
支
所
】
▽
市
民
生
活
課
（
久
住
総

合
支
所
産
業
課
）
菊
地
謙
一
▽
産
業
課
（
総
務

企
画
部
税
務
課
）
渡
辺
文
彦

【
教
育
委
員
会
】
▽
総
務
課
（
総
務
企
画
部
総

務
課
）
峯
田
佳
子
▽
総
務
課
（
会
計
課
）
鳴
川

晴
美
▽
総
務
課
（
総
務
企
画
部
税
務
課
）
羽
田

野
亘
▽
竹
田
小
学
校
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山

荘
）
阿
南
美
恵
子
▽
荻
小
学
校
（
養
護
老
人
ホ

ー
ム
南
山
荘
）
阿
南
公
美
▽
竹
田
中
学
校
（
養

護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
）
吉
野
仁
美
▽
竹
田
南

部
中
学
校
（
荻
小
学
校
）
小
出
紀
美
子
▽
竹
田

幼
稚
園
（
直
入
幼
稚
園
）
大
久
保
貴
代
美
▽
南

部
幼
稚
園
（
竹
田
幼
稚
園
）
河
野
友
子
▽
直
入

幼
稚
園
（
南
部
幼
稚
園
）
工
藤
琴
美
▽
生
涯
学

習
課
（
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）
志
賀
愛

子
▽
生
涯
学
習
課
（
直
入
学
校
給
食
共
同
調
理

場
）
永
星
順
子
▽
生
涯
学
習
課
（
教
育
委
員
会

荻
教
育
課
）
吉
野
忠
道
▽
生
涯
学
習
課
（
教
育

委
員
会
荻
教
育
課
）
赤
木
康
造
▽
生
涯
学
習
課

（
教
育
委
員
会
直
入
教
育
課
）
橋
本
一
彦
▽
生

涯
学
習
課
（
教
育
委
員
会
久
住
教
育
課
）
中
村

美
智
子
▽
生
涯
学
習
課
（
市
民
福
祉
部
福
祉
事

務
所
）
高
本
輝
美
▽
生
涯
学
習
課
（
教
育
委
員

会
久
住
教
育
課
）
森
淳
史
▽
生
涯
学
習
課
（
教

育
委
員
会
直
入
教
育
課
）
倉
原
郁
▽
中
央
学
校

給
食
共
同
調
理
場
兼
久
住
・
直
入
学
校
給
食
共

同
調
理
場
（
竹
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）
黒
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田
章
典
▽
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
（
教
育

委
員
会
荻
教
育
課
）
林
美
香

【
そ
の
他
】
▽
会
計
課
（
市
民
福
祉
部
市
民
課
）

井
上
千
賀
子
▽
議
会
事
務
局
（
総
務
企
画
部
総

務
課
）
大
塚
聡
子
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
（
荻

総
合
支
所
地
域
振
興
課
）
赤
峰
佐
知
子
▽
水
道

課
（
産
業
建
設
部
耕
地
課
）
馬
場
勇
二

【
平
成
20
年
３
月
31
日
付
退
職
】

▽
岩
屋
千
利
（
直
入
総
合
支
所
長
兼
直
入
総
合

支
所
建
設
課
長
）
▽
村
上
長
生
（
産
業
建
設
部

長
）
▽
田
北
眞
輔
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

▽
三
宮
繁
臣
（
教
育
次
長
）
▽
田
尻
純
一
（
久

住
総
合
支
所
長
）
▽
吉
野
幸
一
（
直
入
総
合
支

所
地
域
振
興
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
直
入
支

局
長
）
▽
秋
岡
忠
明
（
直
入
総
合
支
所
産
業
課

長
）
▽
工
藤
史
男
（
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課

長
兼
会
計
課
荻
分
室
長
）
▽
阿
南
幸
雄
（
養
護

老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
長
）
▽
佐
久
間
道
隆
（
市

民
福
祉
部
福
祉
事
務
所
参
事
兼
竹
田
保
育
所

長
）
▽
吉
村
博
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▽

堀
省
一
（
竹
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
兼

管
理
係
長
）
▽
小
倉
邦
敏
（
中
央
公
民
館
次
長

兼
文
化
会
館
次
長
）
▽
後
藤
美
穂
子
（
直
入
総

合
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
選
挙
管
理
委
員

会
直
入
支
局
次
長
）
▽
広
瀬
照
代
（
産
業
建
設

部
建
設
課
）
▽
吉
野
秀
俊
（
竹
田
学
校
給
食
共

同
調
理
場
）
▽
工
藤
壽
子
（
竹
田
南
部
中
学
校
）

▽
小
倉
節
子
（
竹
田
中
学
校
）
▽
工
藤
光
子
（
竹

田
小
学
校
）
▽
後
藤
信
子
（
竹
田
保
育
所
）

【
平
成
20
年
３
月
31
日
付
新
採
用
】

▽
柳
井
裕
次
（
産
業
建
設
部
農
林
整
備
課
）

【
平
成
20
年
４
月
１
日
付
新
採
用
】

▽
牛
尾
公
一
（
産
業
建
設
部
商
工
観
光
課
）
▽

佐
田
裕
美
（
市
民
福
祉
部
市
民
課
）
▽
鍵
小
野

智
哉
（
市
民
福
祉
部
福
祉
事
務
所
）
▽
吉
川
沙

央
里
（
総
務
企
画
部
税
務
課
）

 

竹
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事
異
動

　
【
平
成
20
年
４
月
１
日
付（　

）内
は
旧
役
職
】

■
部　

長

▽
消
防
長
・
任
消
防
司
令
長
（
消
防
本
部
次
長

兼
庶
務
課
長
）
見
増
正
幸

■
消
防
本
部
・
課
長

▽
消
防
本
部
庶
務
課
長
・
任
消
防
司
令
（
庶
務

課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）
児
玉
淳
一

■
消
防
本
部
・
課
長
補
佐

▽
警
防
課
長
補
佐
兼
警
防
係
長
・
消
防
司
令
補

（
警
防
係
長
）
田
北
栄
治
▽
庶
務
課
長
補
佐
兼

庶
務
係
長
・
消
防
司
令
補
（
救
急
第
一
係
長
）

麻
生
章
治

■
消
防
本
部
・
係
長

▽
警
防
課
予
防
係
長
・
消
防
司
令
補
（
調
査
第

二
係
長
）
後
藤
茂

■
消
防
署
・
課
長

▽
消
防
署
副
署
長
兼
当
直
司
令〈
救
急
・
救
助
〉・

消
防
司
令
（
当
直
司
令
〈
救
急
・
救
助
〉）
吉

野
清
二
▽
当
直
司
令
〈
調
査
・
装
備
〉・
消
防

司
令
（
当
直
副
司
令
兼
消
防
係
長
）
吉
野
孝
正

▽
久
住
分
署
長
任
消
防
司
令
（
久
住
分
署
長
代

理
）
河
辺
和
義
▽
当
直
司
令
〈
消
防
・
通
信
〉

任
消
防
司
令（
当
直
副
司
令
兼
調
査
第
一
係
長
）

浅
倉
彰
一

■
消
防
署
・
課
長
補
佐

▽
当
直
副
司
令
〈
調
査
・
装
備
〉
兼
調
査
第
一

係
長
・
消
防
司
令
補
（
警
防
課
長
補
佐
兼
予
防

係
長
）
首
藤
法
文
▽
久
住
分
署
長
代
理
兼
消
防

係
長
・
消
防
司
令
補
（
久
住
分
署
副
分
署
長
兼

消
防
係
長
）
佐
藤
一
喜
▽
当
直
副
司
令
〈
救
急
・

救
助
〉〈
救
助
担
当
〉・
消
防
司
令
補
（
予
防
指

導
係
長
）那
須
充
▽
当
直
副
司
令〈
消
防
・
通
信
〉

兼
予
防
指
導
係
長
〈
無
線
共
同
化
調
整
担
当
〉・

消
防
司
令
補
（
通
信
第
二
係
長
）
後
藤
清

■
消
防
署
・
係
長

▽
救
急
第
一
係
長
・
消
防
司
令
補
（
久
住
分
署

指
導
係
長
）
田
北
久
己
▽
装
備
第
一
係
長
・
消

防
司
令
補
（
救
急
第
二
係
長
）
高
橋
末
文
▽
久

住
分
署
指
導
係
長
・
消
防
司
令
補
（
装
備
第
一

係
長
）
斎
藤
正
憲
▽
消
防
係
長
兼
指
導
係
長
・

消
防
司
令
補
（
救
助
第
一
係
長
）
渡
辺
秀
夫
▽

救
急
第
二
係
長
・
消
防
司
令
補
（
久
住
分
署
救

急
係
長
）
倉
橋
英
信
▽
救
助
第
一
係
長
・
消
防

司
令
補
（
救
助
第
二
係
長
）
下
城
広
士
▽
通
信

第
二
係
長
・
消
防
司
令
補
（
通
信
係
兼
消
防
係
）

工
藤
敦
▽
救
助
第
二
係
長
・
消
防
司
令
補
（
救

助
係
兼
調
査
係
）工
藤
忠
孝
▽
調
査
第
二
係
長
・

消
防
司
令
補
（
救
急
係
兼
予
防
係
）
飯
田
精
華

▽
久
住
分
署
救
急
係
長
・
消
防
司
令
補
（
救
急

係
兼
経
理
係
）
金
丸
正
三

■
消
防
司
令
補

▽
任
消
防
司
令
補
・
志
賀
和
吉
▽
任
消
防
司
令

補
・
佐
藤
浩
和

■
一　

般

▽
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副
士
長
（
久
住
分
署

指
導
係
）
畑
山
宗
徳
▽
久
住
分
署
・
消
防
副
士

長
（
消
防
署
救
急
係
）
内
那
洋
介
▽
消
防
署
救

急
係
・
消
防
副
士
長
（
消
防
本
部
庶
務
課
付
）

松
尾
直
哉
▽
消
防
署
通
信
係
・
消
防
副
士
長（
久

住
分
署
消
防
係
）大
塚
省
吾
▽
任
消
防
副
士
長
・

足
達
大
輔
▽
任
消
防
副
士
長
・
森
慎
一
郎
▽
任

消
防
副
士
長
・
菅
新
司
▽
任
消
防
副
士
長
・
廣

岡
幸
三
▽
久
住
分
署
・
消
防
士
（
消
防
署
救
助

係
兼
警
防
係
）
足
立
圭
太
▽
久
住
分
署
・
消
防

士（
消
防
署
救
助
係
兼
予
防
指
導
係
）阿
部
優
樹

【
平
成
20
年
３
月
31
日
付
退
職
】

▽
白
井
幸
光
（
消
防
長
）
▽
山
室
善
則
（
消
防

署
副
署
長
兼
当
直
司
令〈
消
防
・
通
信
〉）▽
佐
々

木
英
二
（
消
防
署
副
署
長
兼
久
住
分
署
長
）
▽

渡
辺
広
志
（
当
直
司
令
〈
調
査
・
装
備
〉）
▽

斎
藤
文
雄
（
当
直
副
司
令
〈
救
急
・
救
助
〉）

【
平
成
20
年
４
月
１
日
付
新
採
用
】

▽
堀
真
介
（
任
消
防
士
・
消
防
本
部
庶
務
課
付
）

▽
佐
藤
愛
朗
（
任
消
防
士
・
消
防
本
部
庶
務
課

付
）
▽
工
藤
昭
和
（
任
消
防
士
・
消
防
本
部
庶

務
課
付
）
▽
釘
宮
翔
太
（
任
消
防
士
・
消
防
署

救
助
係
）
▽
吉
野
智
博
（
任
消
防
士
・
消
防
署

救
助
係
）

    農業委員会相談事務のお知らせ
４月１日から農業委員会事務が本庁方式に移行します。
それにともない、当分の間、各総合支所で相談を行います。

日程　４月９日㈬、５月７日㈬、６月 11日㈬
　　　・荻総合支所産業課　　 9:00 ～ 12:15
　　　・久住総合支所産業課　13:00 ～ 16:00
　　　・直入総合支所産業課　 9:00 ～ 12:15

●お問い合せ　農業委員会事務局　☎ 63-4815
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まちの話題

鍬入れする子どもたち混雑するスタート地点

　

地
域
高
規
格
道
路
中
九
州
横
断

道
路
の
「
大
野
竹
田
道
路
」
着
工

式
が
、
２
月
23
日
に
竹
田
小
学
校

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典

終
了
後
に
は
三
宅
に
会
場
を
移
し
、

鍬
入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
野
竹
田
道
路
は
、
用
地
取
得

と
工
事
着
手
を
同
時
に
行
い
、
早

期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
延
長
は

12
・
３
㎞
で
、
完
成
す
る
と
竹
田

市
か
ら
大
分
市
ま
で
の
所
要
時
間

が
約
８
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。

ま
ち
と
人
を
つ
な
ぐ
地
域
発
展
の
道
路
に

　

３
月
２
日
、
第
21
回
岡
の
里
名

水
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
竹
田
市
文

化
会
館
を
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
に
は
、
健
康
ウ
ォ

ー
ク
か
ら
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
ま
で
に

昨
年
を
上
回
る
１
、５
２
７
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

○
主
な
結
果

・
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

　

男
子
１
位　

稲
富
貴
也
さ
ん

　

女
子
１
位　

松
尾
智
子
さ
ん

・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　

男
子
１
位　

田
中
嘉
弘
さ
ん

　

女
子
１
位　

村
上
満
利
子
さ
ん

早
春
の
豊
か
な
自
然
の
中
を

あ
た
た
か
い
心
を
力
に

　

３
月
９
日
、
岡
城
跡
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。
岡
城
跡

に
復
元
さ
れ
た
中
川
覚
左
衛
門
屋

敷
跡
で
説
明
会
が
行
わ
れ
た
後
、

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
記
念

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平面復元された中川覚左衛門屋敷

　

第
２
回
和わ

き気
藹あ

い
お
ん音

コ
ン
サ
ー
ト

が
、
２
月
24
日
、
竹
田
市
文
化
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
多
く
の
観
客
が
集
ま

り
、
演
奏
や
合
唱
に
大
き
な
歓
声

と
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

納
池
神
社
の
杉
が
里
帰
り　

　

台
風
等
で
倒
伏
し
た
納
池
神
社

の
杉
を
増
や
そ
う
と
、
林
木
育
種

セ
ン
タ
ー
九
州
育
種
場
で
大
切
に

育
て
ら
れ
た
４
本
の
苗
木
が
、
３

月
15
日
、
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　

苗
木
の
里
帰
り
は
、
今
後
も
引

き
続
き
行
わ
れ
ま
す
。

苗木を植える納池神社総代

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で　

１
０
０
歳

　

田
北
ス
ミ
ヱ
さ
ん
（
橘
木
）
が
、

３
月
５
日
、１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ま
し
た
。

　

田
北
さ
ん
は
「
何
で
も
好
き
嫌

い
な
く
食
べ
る
こ
と
。」
と
長
生
き

の
秘
訣
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

市長と談笑する田北さん（右）

防
火
を
呼
び
か
け
パ
レ
ー
ド

　

春
の
火
災
予
防
運
動
（
３
月
２

日
〜
７
日
）
に
あ
わ
せ
、
３
日
に

竹
田
地
域
・
直
入
地
域
で
、
５
日

に
久
住
地
域
で
防
火
パ
レ
ー
ド
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
に
は
、
保
育
園
や
幼

稚
園
の
園
児
が
参
加
し
、
演
奏
や

踊
り
等
も
行
い
ま
し
た
。

久　住

直　入

竹　田

新たな魅力づくりを
　　　　　　 目指して

コンサートの様子

和
わ き

気藹
あいあい

々と音楽を楽しむ
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竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

保健だより

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

竹
田
市
で
は
、
お
子
さ
ん
の
健

や
か
な
成
長
と
感
染
症
の
ま
ん
延

防
止
の
た
め
、
予
防
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
「
流
行
し
て
い
な
い
病
気
だ
か
ら

接
種
し
な
く
て
も
…
」
と
思
っ
て

い
る
方
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ん
が
予
防
接
種
を
受
け

る
か
ら
こ
そ
、
流
行
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
、
子
ど
も
を
病
気
か
ら

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

接
種
回
数
、間
隔
、期
間
を

 　
　
　

 　

守
り
ま
し
ょ
う

　

予
防
接
種
は
、
そ
の
種
類
に
よ

っ
て
、
接
種
の
回
数
、
間
隔
、
対

象
期
間
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
決

め
ら
れ
た
間
隔
で
対
象
期
間
内
に

接
種
で
き
る
よ
う
、
市
が
配
布
し

て
い
る
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の

健
康
」
を
確
認
し
、
計
画
的
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

 

接
種
間
隔
・
対
象
期
間
の

　
　
　
　
　
　

  

考
え
方
は

　

接
種
間
隔
と
対
象
期
間
の
考
え

方
は
、法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

接
種
間
隔
が
20
日
〜
56
日
と
規

定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
接
種
し

た
翌
日
か
ら
数
え
て
21
日
目
か
ら

56
日
目
ま
で
が
定
期
予
防
接
種
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
期
間
が
生
後
12
月

以
上
24
月
未
満
と
規
定
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、１
歳
の
誕
生
日
の
前
日

か
ら
２
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま

で
が
定
期
予
防
接
種
と
な
り
ま
す
。

  （「
年
齢
計
算
に
関
す
る
法
律
」に
よ
る
）

 

ポ
リ
オ
予
防
接
種

　

生
後
３
月
以
上
90
月
（
７
歳
６

か
月
）
未
満
の
乳
幼
児
を
対
象
に

実
施
し
ま
す
。

　

対
象
期
間
内
に
２
回
、
経
口
接

種
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
で
、
接
種
も
れ

が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程　

４
月
２
日
㈬
・
９
日
㈬
・

　

30
日
㈬

受
付
時
間　

14
時
〜
15
時

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

※
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

　

体
調
が
悪
い
時
は
接
種
で
き
ま

　

せ
ん
。

 

麻
し
ん
（
は
し
か
）
が

　
　
　

 

流
行
し
て
い
ま
す

　

テ
レ
ビ
の
報
道
等
で
ご
存
じ
の

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
県
内

で
も
日
田
、
玖
珠
地
域
等
で
は
、

麻
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
の
状
態
で
春
か
ら
夏

に
か
け
て
の
流
行
期
を
迎
え
れ
ば
、

昨
年
を
上
回
る
大
き
な
流
行
と
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

麻
し
ん
の
特
徴

　

麻
し
ん
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
症
で
す
。
鼻
水
、
の
ど
の
痛
み
、

咳
、
目
の
充
血
、
目
や
に
、
発
疹

を
主
症
状
と
し
ま
す
。
最
初
３
〜

４
日
間
は
38
度
前
後
の
熱
で
、
一

時
お
さ
ま
り
か
け
た
か
と
思
う
と

ま
た
39
〜
40
度
の
高
熱
と
発
疹
が

出
て
き
ま
す
。
高
熱
は
３
〜
４
日

で
解
熱
し
、
発
疹
は
し
ば
ら
く
色

素
沈
着
が
残
り
ま
す
が
次
第
に
消

失
し
ま
す
。

　

主
な
合
併
症
と
し
て
は
、
気
管

支
炎
、
肺
炎
、
中
耳
炎
、
脳
炎
等

が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
率
の
高
い
国
で
は
、

流
行
は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
予

防
接
種
が
感
染
予
防
の
有
効
な
策

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、麻
し
ん
・
風
し
ん
ワ

ク
チ
ン
を
１
歳
〜
２
歳
の
第
１
期

と
小
学
校
就
学
前
年
度
の
第
２
期

に
接
種
す
る
２
回
接
種
が
平
成
18

年
度
か
ら
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

麻
し
ん
は
１
歳
〜
２
歳
の
乳
幼

児
期
に
感
染
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
１
歳
の
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
し
て
、
予
防
接
種
を
忘
れ
ず
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

 

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種  

　
の
対
象
者
が
追
加
さ
れ
ま
す

　

平
成
20
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で

の
５
年
間
「
麻
し
ん
排
除
計
画
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、

予
防
接
種
の
対
象
者
に
第
３
期
・

第
４
期
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

予
防
接
種
は
、
市
内
お
よ
び
県

内
の
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
で

実
施
し
ま
す
。
医
療
機
関
ご
と
に

実
施
日
や
時
間
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
期

生
後
12
月
以
上

24
月
未
満

第
２
期

小
学
校
就
学
前
の
年

度
（
１
年
間
）

第
３
期

中
学
１
年
生
に
相
当

す
る
年
度
（
１
年
間
）

第
４
期

高
校
３
年
生
に
相
当

す
る
年
度
（
１
年
間
）
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今月の食育レシピ

キャベツ    120g
小松菜 　40g
人参 　 　20g
ちりめんじゃこ 8g
卵 1個
白ゴマ 少々
薄口醤油 小さじ 1
酢 大さじ 1弱
砂糖　 小さじ 2
ごま油 小さじ 2

〈作り方〉
１．キャベツは丸ごと茹

ゆ

で、水
　気をしぼってざく切りにする。
２．小松菜は茹でて水気をしぼ
　り長さ３㌢に切る。人参は長
　さ３㌢の短冊に切って茹でる。
３．ちりめんじゃこは煎

い

る。卵
　は炒り卵にする。
４．白ゴマは煎ってすり鉢です
　り、調味料を混ぜ合わせ、材
　料を和えてつぎ分ける。

 今月の食材　 キャベツ　春キャベツは、みずみずしく柔らかいので、サラダなど生食に適しています。でも、
たくさん食べるためには、茹でてかさを減らすとよいでしょう。骨を強くしたり血液凝固に
関係するビタミン Kや薬として有名な『キャベジン』（ビタミンU）が多く含まれているので、
胃や十二指腸の潰

かいよう

瘍の予防・治療に効果が期待できます。各種のミネラルは消化・吸収を促
進し、消化不良を防いでくれます。ビタミンＣ含有量も多く、特に芯の周辺に多く含まれて
います。甘みも多くおいしいので、芯の部分は捨てずに薄く切って食べましょう。
　『中華風の味付けに、菜の花を思わせる黄色の炒り卵がポイントですが、粒コーンでも代
用できます。菜の花が手に入ればぜひ加えてくださいね。』

菜の花和え
〈材料〉４人分

　

今
月
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
ま
で
の
手
続
き
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

 

要
介
護
認
定
申
請

　

要
介
護
認
定
申
請
が
で
き
る
方

は
次
に
該
当
す
る
方
で
、
本
人
ま

た
は
代
理
の
方
の
申
請
も
可
能
で

す
。

①
65
歳
以
上
の
方

②
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
医
療
保

険
加
入
者
で
、
加
齢
が
原
因
と
さ

れ
る
疾
病
に
よ
り
要
支
援
・
要
介

護
状
態
と
な
っ
て
い
る
方

　

な
お
、
65
歳
以
上
の
方
は
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

 

認
定
調
査

　

訪
問
調
査
員
が
自
宅
等
を
訪
問

し
、
心
身
の
状
況
等
に
つ
い
て
の

聴
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

 

主
治
医
意
見
書

　

申
請
の
際
に
指
定
い
た
だ
い
た

「
か
か
り
つ
け
医
」
に
、
市
か
ら

意
見
書
の
作
成
を
依
頼
し
ま
す
。

 

審
査
・
判
定

　

認
定
調
査
・
主
治
医
意
見
書
を

も
と
に
、
介
護
認
定
審
査
会
で
要

介
護
状
態
区
分
が
判
定
さ
れ
ま
す
。

申
請
か
ら
判
定
ま
で
お
お
む
ね
１

か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
結
果
は
、
郵
送
で
通
知

し
ま
す
。

 

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
開
始

【
在
宅
サ
ー
ビ
ス
】

①
要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
場
合

　

竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　

ー
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画

　

の
作
成
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。

②
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
場
合

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
選
択

　

し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
介
護

　

サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
つ
い

　

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

作
成
し
た
計
画
に
基
づ
い
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

【
施
設
サ
ー
ビ
ス
】

　

希
望
す
る
施
設
に
本
人
ま
た
は

家
族
が
入
所
申
請
を
行
い
ま
す
。

（
要
支
援
の
方
は
施
設
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。）

 

平
成　
年
度
分
の
年
金
天
引
き  

　
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、「
介
護
保
険
特
別
徴
収

通
知
書
」
を
４
月
下
旬
に
送
付
し
、

４
・
６
・
８
月
の
３
回
の
天
引
き
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
な
お
、

４
・
６
・
８
月
の
天
引
き
額
は
20
年

度
の
所
得
段
階
を
反
映
し
て
い
ま

せ
ん
。
19
年
度
の
所
得
段
階
を
基

本
に
仮
徴
収
額
を
天
引
き
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。）

　

20
年
度
の
所
得
段
階
を
反
映
し

た
介
護
保
険
料
の
確
定
額
と
10
・

12
・
２
月
の
残
り
３
回
の
天
引
き

額
に
つ
い
て
は
、８
月
に
再
度
「
介

護
保
険
特
別
徴
収
通
知
書
」
を
送

付
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
所

得
段
階
に
変
動
の
あ
る
場
合
は
残

り
３
回
の
年
金
天
引
き
で
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
お
問
い
合
せ

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　

☎
63‒

４
８
０
９

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

税
務
課
課
税
係

　

☎
63‒

４
８
０
３

20
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みんなの
　　ひろば

 

地
道
な
努
力
に
栄
誉

　

第
39
回
大
分
県
農
業
賞
企
業
的

農
家
の
部
で
、
カ
ボ
ス
生
産
に
取

り
組
む
和
田
久
光
・
京
子
さ
ん
（
入

田
小
高
野
）
ご
夫
婦
が
特
別
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

和田さんご夫婦（中・右）

　

和
田
さ
ん
は
「
賞
は
永
年
の
成

果
だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
も
後

継
者
の
指
導
・
育
成
に
取
り
組
み

た
い
。」
と
述
べ
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
17
回
大
分
県
野
菜
経
営
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
ト
マ
ト
の
生
産
に
取

り
組
む
森
高
力
さ
ん
（
石
田
）
が

最
優
秀
賞
（
大
分
県
知
事
賞
）
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

森
高
さ
ん
は
「
恵
ま
れ
た
自
然

に
感
謝
し
、
今
後
も
他
の
模
範
と

な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

森高さんご夫妻

　

第
12
回
大
分
県
果
樹
生
産
地
活

性
化
プ
ラ
ス
10
運
動
推
進
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
ハ
ウ
ス
カ
ボ
ス
生
産
グ

ル
ー
プ
大
分
み
ど
り
農
協
竹
田
市

カ
ボ
ス
生
産
出
荷
組
合
ハ
ウ
ス
部

会
が
優
秀
賞
（
全
農
大
分
県
本
部

長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

後
藤
俊
行
部
会
長
は
「
燃
料
の

高
騰
で
苦
し
い
が
、
今
後
は
よ
り

早
期
の
出
荷
を
目
指
し
た
い
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

後藤部会長（左）と藤井副部会長（右）

 

ヒ
ン
カ
チ
の
ピ
ー
ち
ゃ
ん

　

吉
良
陽
一
さ
ん
（
吉
田
）
の
手

か
ら
餌
を
食
べ
て
い
る
の
は
ジ
ョ

ウ
ビ
タ
キ
の〝
ピ
ー
ち
ゃ
ん
〞で
す
。

　

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
は
ス
ズ
メ
目
ツ

グ
ミ
科
（
ヒ
タ
キ
科
）
の
小
鳥
で
、

チ
ベ
ッ
ト
や
中
国
東
北
部
等
で
繁

殖
し
、
中
国
南
部
や
日
本
等
で
越

冬
す
る
そ
う
で
す
。「
ヒ
ッ
」
と

い
う
甲
高
い
声
と
打
撃
音
の
よ
う

な
「
カ
ッ
」
と
い
う
鳴
き
声
か
ら

〝
ヒ
ン
カ
チ
〞
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
人
間
に
対
す
る
警
戒
心
は

薄
く
、
３
〜
４
㍍
く
ら
い
の
所
に

降
り
立
つ
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

吉
良
さ
ん
ご
夫
婦
は
「
た
ぶ
ん

去
年
来
て
い
た
鳥
と
同
じ
だ
ろ
う
。」

と
〝
ピ
ー
ち
ゃ
ん
〞
と
名
付
け
、

魚
釣
り
用
の
虫
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
来
年
も
来
る
と
い
い
け
ど

な
あ
。」
と
再
会
を
願
っ
て
い
ま

し
た
。

 

や
さ
し
さ
の
つ
ま
っ
た〝
バ
ラ
ス
〞

吉良さんの手から虫を食べる “ピーちゃん”

心優しい３人と後藤さん

　

３
月
の
あ
る
朝
、
民
生
委
員
の

後
藤
吉
基
さ
ん
と
心
優
し
い
３
人

が
集
ま
り
、工
藤
キ
ミ
ヱ
さ
ん
（
向

岳
）宅
に
続
く
道
路
に
バ
ラ
ス（
砂

利
）
を
敷
き
ま
し
た
。

　

工
藤
さ
ん
は
１
０
３
歳
と
高
齢

で
、
た
ま
に
通
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
車
は
雨
の
度
に
ぬ
か
る
む
道
に

苦
労
し
、
工
藤
さ
ん
も
「
申
し
訳

な
い
。」
と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
遠

慮
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
話
を
聞
い
た
３
人
は
、
重

機
を
持
ち
込
ん
で
あ
っ
と
い
う
間

に
バ
ラ
ス
を
敷
き
、
工
藤
さ
ん
に

も
会
わ
ず
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

３
人
か
ら
は
「
絶
対
に
名
前
は

出
さ
な
い
で
。」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
写
真
だ
け
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
垣
に
友
と
岡
城
阯

緑
の
風　

月
光
の
曲

野
に
咲
く　

白
百
合
の
花
が
微ほ

ほ
え
み笑

愛
し
き
山
里　

夢
追
い
し

石
垣
に
友
と
岡
城
阯

遥
か
な
る
大
空
に　
満
開
の
桜
が
飛
ぶ

過
ぎ
去
り
し
日
　々

今
も
な
つ
か
し

愛
し
き
山
里　

夢
は
る
か

石
垣
に
友
と
岡
城
阯

澄
ん
だ
稲
葉
川
に　

月
光
が
浮
か
ぶ

夜
空
に
ぬ
く
も
り
が
漂
う　

街
の
灯

友
の
瞳
に
涙
あ
り

愛
し
き
山
里　

夢
あ
ふ
れ

思
い
出
多
き　

君
を
ま
つ

　

首
藤　

和
生
さ
ん
（
福
岡
県
春
日
市
）

か
ら
届
き
ま
し
た
。
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図書館
から

お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❷

編

集

後

記

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

「司書おすすめの1冊」

今月の新刊のご案内

4月の

・流星の絆　　　　　　　　　　　　　   東野　圭吾
・阪急電車　　　　　　　　　　　　　   有川　　浩
・おむすびの祈り　　　　　　　　　　   佐藤　初女
・心霊探偵「八雲」７　　　　　　　　   神永　　学
・40代からはつらつと生きるために　　 岸本　葉子
・ダーリンは外国人withBABY　小栗佐多里＆トニー・ラズロ
〔子どもの本〕
・デモナータ６幕　悪魔の黙示録　　  ダレン・シャン
・おかあさんのパンツ１～３　　　　   山岡　ひかる
・給食番長　　　　　　　　　   よしなが　こうたく
・キャベたまたんてい空とぶハンバーガー　三田村　信行
・さかさのこもりくん　　　　　   あきやま　ただし
　　　　　　　　　　ほか 70 冊ほど購入しました。

　　

竹田市立図書館の休館日
は、7日 ㈪・14日 ㈪・21
日㈪・25 日㈮・28 日㈪・
29 日㈫です。

「おはなし広場」
日時　4月 9日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「つばさよつばさ」
　　  浅田次郎　小学館
　「旅」を綴った珠玉のエッセ
イ集。ときにユーモアも交えな
がら深みのある浅田次郎の世界
に魅了されること間違いなしで
す。あなたも旅の醍

だいごみ

醐味を味わ

「すみれとあり」
　　　　　　　  矢間芳子　福音館書店

　道ばたに咲いている可憐な
すみれの花の秘密がわかるす
てきな本です。たねがピチッ
ピチッと飛ぶんだって！すみ
れとありの関係は？大人の方
にもおすすめの一冊ですよ。

「おはなしルーム」
日時　4月 9日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　市立図書館
　　　「えほんのへや」

竹田市の人口
（平成 20年 2月 29日現在）

　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　26,586 人　 （－ 60人）
　男性　12,406 人　 （－ 36人）
　女性　14,180 人　 （－ 24人）
世帯数　10,671 世帯（－   5 世帯）

住民基本台帳登録人数

「ブックスタート」
日時　4月 16日㈬
　　　13：30～
場所　竹田市総合
　　　社会福祉センター

「おはなしのへや」
日時　毎週火曜日　　
　　　10:30 ～ 11:00
場所　市立図書館
　　　「おはなしのへや」

　

　　
　

　
　
　
　

　
桜
の
開
花
は
、
私
た
ち
に
春
の

訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
こ
数
年
は
地
球
温
暖
化
の
影
響

か
、
３
月
下
旬
に
開
花
す
る
よ
う

で
す
。
６
日
に
開
か
れ
る
「
岡
城

桜
ま
つ
り
」
ま
で
花
が
散
り
ま
せ

ん
よ
う
に
。
◇
春
は
、
花
粉
症
の

方
に
と
っ
て
辛
い
季
節
の
よ
う
で

す
。
最
近
は
「
黄
砂
ア
レ
ル
ギ
ー
」

の
方
も
い
る
よ
う
で
、
黄
砂
も
輸

入
品
な
の
で
し
ょ
う
か
？
◇
こ
の

１
年
間
、
何
と
か
欠
か
さ
ず
毎
月

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

幸
い
？
異
動
も
な
く
、〝
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
る
広
報
誌
〞
づ
く
り
に

励
み
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　（
井
出
）



こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
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郷土の植物
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深
い
山
地
の
林
内
に
生
育
す

る
高
さ
15
㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で

す
。
葉
は
鞘さ

や
じ
ょ
う状

に
退
化
し
て
い

て
、
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
特
徴
で

す
。

　

互
生
に
包ほ

う
よ
う葉

（
花
の
下
に
あ

る
変
形
し
た
葉
、
包ほ

う

と
も
い
う
）

が
あ
り
、
大
き
さ
は
長
さ
１
㌢
、

幅
が
５
㍉
ほ
ど
と
小
さ
く
、
形

は
広こ

う

披ひ

針し
ん
け
い形
で
す
。
茎
に
は
１

個
だ
け
長
さ
２・
５
㌢
、
幅
が
１

㌢
ほ
ど
の
大
き
な
普
通
に
見
え

る
葉
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

晩
春
の
頃
、
花か

茎け
い

の
先
端
部

に
５
個
内
外
の
白
色
で
上
方
に

半は
ん
か
い
じ
ょ
う

開
状
に
な
る
径
１
㌢
ほ
ど
の

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
春
の
落
葉

樹
林
内
の
中
で
、
こ
の
小
さ
な

個
体
に
気
づ
く
人
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
和
名
は
植
物
学

者
工
藤
祐ゆ

う
し
ゅ
ん

舜
を
記
念
し
て
つ
け

ら
れ
、
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
祖
母
山
系
の
標

高
８
０
０
〜
１
、０
０
０
㍍
の
ス

ズ
ダ
ケ
の
林り

ん
え
ん縁
で
稀ま

れ

に
観
察
さ

れ
る
非
常
に
少
な
い
植
物
で
す
。

大
分
県
の
絶ぜ

つ
め
つ滅

危き

ぐ惧
種し

ゅ

で
す
。

花
期
は
４
月
で
す
。

ユウシュンラン（ラン科）

4
平
成
20
年
度
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

「
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
」
事
業
は
じ
め
ま
す
／
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
編

成
／
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
集
／
食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
雇
用
創
出

大
作
戦
／
５
月
１
日
か
ら
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す
／
人
事
異
動

ま
ち
の
話
題
／
中
九
州
横
断
道
路
﹇
大
野
竹
田
道
路
」
着
工
式
／
岡
の
里
名
水
マ

ラ
ソ
ン
／
岡
城
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
納
池
神
社
の
杉
が
里
帰
り

「清　明」 
水面に映る春の気配。
やがて草木の花が咲き
始め、万物に晴朗の気
が溢れてくる。 
（写真・デザイン／竹蔵）

平成19年
4月生まれ
誕生日　親
（自治会）

平
成
20
年
５
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

http://www.city.taketa.oita.jp
mailto:taketa.city.taketa.lg.jp
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春
季
所
蔵
品
展

　
「
歴
史
と
文
化
の
展
覧
会
」

５
月
11
日
㈰
ま
で

　

年
に
一
度
公
開
の
「
岡
城
真
景
図
屏
風
」
や

中
川
覚
左
衛
門
屋
敷
の
平
面
復
元
に
用
い
ら
れ

た
「
奥
近
戸
屋
敷
家
相
轉
調
之
図
」
も
公
開
。

※
会
期
途
中
で
作
品
の
入
れ
替
え
が
あ
り
ま
す
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

写
団
ち
く
で
ん
写
真
展
「
竹
田
の
四
季
」

　

４
月
６
日
㈰
ま
で

　

写
団
ち
く
で
ん
会
員
に
よ
る
竹
田
の
四
季
折

々
の
写
真
約
50
点
を
展
示
。

第
８
回
二つ

く

し
九
志
展
覧
会

　

二
九
志
の
会
（
竹
田
小
学
校
昭
和
29
年
卒
業

生
で
、
竹
田
在
住
の
13
人
の
会
）
会
員
の
絵
画

や
工
芸
約
50
点
を
展
示
。

竹
田
市
美
術
協
会
写
真
部
作
品
展

　

竹
田
市
美
術
協
会
写
真
部
の
会
員
お
よ
び
一

般
の
参
加
希
望
の
作
品
約
50
点
を
展
示
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

　

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

　

22
日
㈫
は
展
示
替
え
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

 

岡
城
桜
ま
つ
り

　

城
下
町
竹
田
の
春
を
彩
る
『
岡
城
桜
ま
つ

り
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

恒
例
の
竹
田
商
工
会
議
所
青
年
部
に
よ
る
大

名
行
列
や
甲
冑
武
者
行
列
、
子
ど
も
武
者
行
列

等
が
岡
城
阯
か
ら
城
下
町
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
火
縄
銃
の
演
武
の
ほ
か
、
大
分
市
三

佐
か
ら
山
車
も
参
加
し
ま
す
。

◇
４
月
５
日
㈯

　

子
ど
も
乗
馬
体
験

◇
４
月
６
日
㈰

　

大
名
行
列
・
奥
豊
後
俳
句
大
会
・
ゲ
ー
ト
ボ

　

ー
ル
大
会
・
八
幡
山
楽
市
楽
座
・
歴
史
の
道

　

探
勝
会
等

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
観
光
協
会　

☎
63‒

２
６
３
８

　

竹
田
商
工
会
議
所　

☎
63‒

３
１
６
１

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

　
　

☎
63‒

０
５
８
５

　

竹
田
市
商
工
観
光
課　

☎
63‒

４
８
０
７

 

英
雄
寺
ぼ
た
ん
祭
り

　

岡
藩
三
代
藩
主
中
川
秀
成
公
が
、
朝
鮮
出
兵

の
際
に
持
ち
帰
っ
た
朝
鮮
ぼ
た
ん
は
、４
０
０
年

の
時
を
経
た
今
で
も
春
の
息
吹
と
と
も
に
開
花

し
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
20
日
㈰　

11
時
〜

場
所　

英
雄
寺
（
城
北
町
）

●
お
問
い
合
せ　

英
雄
寺　

☎
63‒

１
５
１
６

 

荻
神
社　

ゆ
た
て
神
楽

　

荻
神
社
の
春
の
例
祭
で
は
、
今
で
は
珍
し
い

「
ゆ
た
て
神
楽
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

振
り
撒
か
れ
る
湯
が
か
か
る
と
魔
除
け
、
疫

病
除
け
、
長
寿
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
26
日
㈯　

13
時
〜

場
所　

荻
神
社
（
新
藤
）

●
お
問
い
合
せ

　

☎
68‒

３
５
３
９
（
斉
藤
孝
義
）

 

第
20
回
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭

　

ひ
ら
ひ
ら
は
な
び
ら

　
　
　

〜
さ
と
う
よ
し
み
の
う
た
音
楽
会
〜

　
『
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
』
は
、
今
年

で
20
回
を
迎
え
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
は
佐
藤
義

美
記
念
館
開
館
10
周
年
、
佐
藤
義
美
没
後
40
周

年
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
〝
さ
と
う
よ
し
み
の
う
た
〞
を
歌

い
ま
し
ょ
う
♪ 

日
時　

４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
10
時
〜

　
　
　
（
開
場　

９
時
30
分
〜
）

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ　

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
63‒

１
０
４
４
（
竹
田
市
中
央
公
民
館
）
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案
　
内

が
ん
ば
る
竹
田
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

　
竹
田
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
守
り
、
元
気
づ

け
る
施
策
に
活
用
す
る
た
め
に
「
ふ
る
さ
と
竹

田
応
援
寄
附
金
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
企
画
情
報
課
を
窓
口
と
し
て
、
皆

さ
ん
に「
ふ
る
さ
と
竹
田
」
を
応
援
し
て
い
た
だ

く
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
外
の
親
戚
や
知
人
等
、
竹
田
に
ゆ
か
り
の

あ
る
方
々
に
「
ふ
る
さ
と
竹
田
」
を
応
援
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　
☎
63‒

４
８
０
１

「
都
市
計
画
道
路
の
事
業
計
画
の
変
更
」の

縦
覧
が
で
き
ま
す

道
路
の
名
称
　
竹
田
玉
来
線

変
更
の
内
容
　
五
反
切
工
区
の
事
業
施
行
期
間

縦
覧
場
所
　
建
設
課

縦
覧
期
限
　
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で（
土
日
、

　
祝
日
を
除
く
）　
８
時
30
分
〜
17
時

●
お
問
い
合
せ

　
建
設
課
都
市
計
画
係

　
☎
63‒

４
８
０
８

２
０
０
９
年
１
月

上
場
会
社
の
株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す

　
株
券
電
子
化
に
よ
り
上
場
会
社
の
株
券
は
無

効
と
な
り
、
株
主
の
権
利
は
証
券
会
社
等
の
金

融
機
関
の
口
座
で
電
子
的
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

　
お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に
な
っ
て
い
な

い
場
合
は
、
電
子
化
に
よ
り
株
主
と
し
て
の
権

利
を
失
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
株
券
電
子

化
の
実
施
前
ま
で
に
名
義
書
換
が
必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
日
本
証
券
業
協
会

　
証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
３‒

３
６
６
７‒

４
５
０
０

　（
平
日
　
９
時
〜
17
時
）

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
ろ
う
！

一
枚
の
毛
布
が
人
々
の
命
を
守
り
ま
す
。

　
日
中
の
気
温
40
℃
、
朝
晩
は
３
℃
。
ア
フ
リ

カ
の
高
地
の
一
日
の
気
温
差
で
す
。
厳
し
い
自

然
環
境
の
中
、
内
戦
・
紛
争
・
自
然
災
害
等
に

よ
り
、
命
や
家
を
失
う
等
、
人
々
は
過
酷
な
状

況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
一
枚
で
も
、
あ
な
た
が
贈
る
愛
・
真

心
が
、
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
心
と
体
を
温
か
く

包
む
か
け
が
え
の
な
い
毛
布
と
な
る
の
で
す
。

彼
ら
に
と
っ
て
、
一
枚
の
毛
布
は
、
家
一
軒
に

相
当
す
る
ほ
ど
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
集
期
間
　
４
月
１
日
㈫
〜
５
月
31
日
㈯

●
お
問
い
合
せ

　
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
大
分
地
区
協
議
会

　
☎
０
９
７‒

５
４
４‒

６
６
１
７

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ「
歌
の
散
歩
道
」公
開
録
音

日
時

　
５
月
16
日
㈮

　 

開
場 

17
時

　
　
　
開
演
18
時

　
終
演
予
定
19
時
30
分

場
所

　
竹
田
市
文
化
会
館

出
演
　
門
倉
有
希
、
神
野
美
伽
、
堀
内
孝
雄

観
覧
申
込
　
往
復
は
が
き
で
お
申
込
み
く
だ
さ   

　
い
。
一
枚
で
２
名
ま
で
入
場
可
能
で
す
。

　
往
信
裏
面
…
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電   

　
　
　
　
　
　
話
番
号

　
返
信
表
面
…
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

あ
て
先 

〒
８
７
０‒

８
６
６
０
（
住
所
不
要
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
放
送
局
「
歌
の
散
歩
道
」
係

申
込
期
限
　
４
月
23
日
㈬
必
着

　
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

放
送
予
定
　
５
月
26
日
㈪
（
門
倉
有
希
）・
27

　
日
㈫
（
神
野
美
伽
）・
28
日
㈬
（
堀
内
孝
雄
）

　
14
時
５
分
〜
35
分
（
ラ
ジ
オ
第
一
）

●
お
問
い
合
せ

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
放
送
局

　
☎
０
９
７‒

５
３
３‒

２
８
１
３

　（
土
日
・
祝
日
を
除
く
10
時
〜
18
時
）

  

税
　
金

自
動
車
税
等
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る

障
が
い
の
範
囲
が
広
が
り
ま
す

　
身
体
等
に
障
が
い
が
あ
る
た
め
歩
行
が
困
難

な
方
が
所
有
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
自
動
車
税
、
自
動

車
取
得
税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
減
免
の
対
象
と
な
る
障
が

い
の
範
囲
が
一
部
拡
大
し
ま
す
。（
下
線
部
が

追
加
さ
れ
ま
す
。）

※
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は
５
月
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
大
分
県
税
事
務
所
自
動
車
税
管
理
室

　
☎
０
９
７‒

５
５
２‒
１
１
２
１

　
豊
後
大
野
県
税
事
務
所

　
☎
０
９
７
４‒

22‒

７
５
０
１

　
大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w
w
.pref.oita.jp/

固
定
資
産
税
の
縦
覧

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
自
己
の
所
有
す
る

土
地
ま
た
は
家
屋
の
評
価
額
と
他
の
評
価
額
を

比
較
で
き
る
よ
う
に
、
価
格
等
の
縦
覧
が
で
き

ま
す
。

期
間
　
４
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

4
月
の
お
し
ら
せ

障害の区分
障害の級別

生計を一にするものまたは常時介護者運転

下肢不自由

１級、２級及び３級の１並びに３級から６
級までの各級（３級の１を除く。）で他の
障害を重複する場合は、身体障害者手帳の
等級が１級又は２級

乳幼児期の
非 進 行 性
脳病変による
運動機能障害

移
動
機
能

１級から 3級（－下肢のみに運動機能障害
がある場合を除く。）までの各級及び 3級
（－下肢のみに運動機能障害がある場合に
限る。）から 6級までの各級で他の障害を
重複する場合は、身体障害者手帳の等級が
1級又は 2級
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８
時
30
分
〜
17
時（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

場
所

　
税
務
課
資
産
係

◇
縦
覧
で
き
る
人
　
納
税
者
、
相
続
人
、
納
税

　
管
理
人
、
納
税
者
の
委
任
状
を
持
参
し
た
人

◇
審
査
申
出
の
で
き
る
人
　
納
付
す
べ
き
課
税

　
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る
場

　
合
は
、
６
月
16
日
( 月 )
ま
で
に
文
書
で
竹
田
市

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
出

　
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
今
年

　
度
は
評
価
替
え
第
３
年
度
の
た
め
、
価
格
等

　
の
変
更
が
あ
っ
た
人
に
限
り
ま
す
。

◇
お
持
ち
い
た
だ
く
書
類
　
本
人
で
あ
る
こ
と

　
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
身
分

　
証
明
書
・
健
康
保
険
証
等
）

固
定
資
産
税
減
免
制
度

　
生
活
の
た
め
に
公
私
の
扶
助
を
受
け
て
い
る

人
、
公
益
の
た
め
使
用
す
る
固
定
資
産
（
集
会

所
・
公
民
館
等
お
よ
び
そ
の
敷
地
や
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
等
の
う
ち
、
有
料
で
使
用
す
る
も
の
を

除
く
）
を
所
有
す
る
人
、
災
害
等
に
よ
り
著
し

く
価
値
を
減
じ
た
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
る

人
等
、
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
必
要
な

書
類
を
揃
え
、
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
税
務

課
資
産
係
で
減
免
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
初
（
第
１
期
）
か
ら
減
免
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
は
、
４
月
23
日
㈬
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

基
準
宅
地
お
よ
び
主
要
な
路
線
の

価
格
を
公
開
し
て
い
ま
す

　
固
定
資
産
税
の
評
価
の
適
正
化
と
納
税
者
の

評
価
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
基
準
宅
地
お
よ
び
主
要
な
路
線
の
価
格
を

常
時
公
開
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
税
務
課
資
産
係

　
☎
63‒

４
８
０
３

  

年
　
金

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

１
４
、４
１
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
る
年
金
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
保

険
料
は
必
ず
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て

は
、
便
利
な
口
座
振
替
や
お
得
な
前
納
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
大
分
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

  
福

　
祉

在
宅
高
齢
者
・
重
度
障
害
者

住
宅
改
造
助
成
事
業

　
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
低
下
や
身
体
機
能
障

が
い
等
に
よ
る
在
宅
生
活
に
お
け
る
不
便
や
危

険
を
軽
減
す
る
た
め
の
住
宅
改
造
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　
４
月
30
日
㈬
ま
で
に
福
祉
事
務
所
福
祉
係
へ

申
請
書
等
の
提
出
が
必
要
で
す
（
事
前
着
工
不

可
）。
原
則
と
し
て
助
成
決
定
後
の
工
事
変
更

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
世
帯
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

◇
在
宅
高
齢
者
に
つ
い
て

・
原
則
と
し
て
要
介
護
認
定
を
受
け
、
要
支
援

　
以
上
の
判
定
を
受
け
た
高
齢
者
の
い
る
世
帯

・
所
得
税
世
帯
合
計
額
が
14
万
円
以
下
の
世
帯

◇
在
宅
重
度
障
が
い
者
に
つ
い
て

・
重
度
障
が
い
者（
身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
・

　
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
・
精
神
障
害
者
保
健

　
福
祉
手
帳
１
級
の
方
）
の
い
る
世
帯

・
所
得
税
世
帯
合
計
額
が
14
万
円
以
下
の
世
帯

●
お
問
い
合
せ

　
福
祉
事
務
所
福
祉
係
　
☎
63‒

４
８
１
１

は
り
、き
ゅ
う
、あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

指
圧
施
設
利
用
助
成
制
度

　
は
り
、き
ゅ
う
、あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
、指
圧
施

設
の
利
用
に
対
す
る
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
施
術
１
回
に
つ
き
１
、０
０
０
円
の
施
設
利

用
証
を
利
用
で
き
ま
す
。（
年
６
回
以
内
）

対
象
者
　
満
年
齢
70
歳
以
上
の
方
ま
た
は
身
体

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
65
歳
以

　
上
の
方
。

申
込
方
法
　
福
祉
事
務
所
、
各
総
合
支
所
市
民

　
生
活
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
・
押

　
印
の
後
、
施
設
利
用
証
を
交
付
し
ま
す
。
身

　
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
手
帳
を

　
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
福
祉
事
務
所
福
祉
係
　
☎
63‒

４
８
１
１

　
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　☎
68‒

２
２
１
３

　
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
☎
76‒

１
１
１
３

　
直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
☎
75‒

２
２
１
３

  
銃
砲
・
刀
剣
類

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
が
つ
い
て
い
な
い
古
式

銃
砲
や
刀
剣
類
は
所
持
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
大
分
県
教
育
委
員
会
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審

査
会
に
出
向
き
、
登
録
証
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
物
と
発
見
届
出
済
証
・
登
録
手
数
料
（
１

紙
面
の
都
合
上
、
内
容
等
に
つ
い
て
省
略

し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

件
６
、３
０
０
円
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
人
で
も
結
構
で
す
。（
た
だ
し
、
家
族
以

外
の
代
理
人
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。）

●
お
問
い
合
せ
　
大
分
県
教
育
庁
文
化
課

　
☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　（
内
線
５
４
９
８
）

月日（曜日） 時　　間 場　　所

5 月 14 日㈬ 10:30 ～
16:00

県総合庁舎
6階 61会議室

7月   9 日㈬ 〃 〃

9月 10日㈬ 〃 〃

11月 12日㈬ 〃 〃

1月 14日㈬ 〃 〃

3月 11日㈬ 〃 県総合庁舎
1階 11会議室



1 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～ 11:00（竹田市立図書館）

2 ㈬ ・第 4回ドイツ料理・ケーキ教室 10:00 ～（直入保健福祉センター）

3 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

4 ㈮
5㈯ ・願成院本堂（愛染堂）春の一般公開（～ 6日）

6 ㈰ ・春の全国交通安全運動（～ 15日）・岡城桜まつり　・竹田市歩こう会「岡城桜まつり」9:30 JR 豊後竹田駅前集合（※ 1）
・入国・在留・国籍手続無料相談会 13:00 ～ 16:00（コンパルホール〔大分市〕）

7 ㈪ ・世界保健デー
・荻の里温泉休館日

8 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～ 11:00（竹田市立図書館）

9 ㈬ ・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田市立図書館）
・第 4回ドイツ映画鑑賞サークル 19:30 ～（直入公民館）

10㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

11㈮ ・子牛市場 9:30 ～（豊肥市場）（～ 12日）
・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課 ☎ 63-4818

12㈯ ・トーストウインチ入魂式・久住滑空場南向き発航安全記念起工式 10:00 ～（久住グライダー滑空場）
・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）

13㈰
14㈪ ・科学技術週間（～ 20日）

・荻の里温泉休館日

15㈫ ・みどりの月間（～ 5月 14日）
・おはなしのへや 10:30 ～ 11:00（竹田市立図書館）

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62‒3662、太田正一　☎ 68‒2480、渡辺善照　☎ 77‒2067、斉藤義昭　☎ 75‒2692）

竹田市のこよみ4月
2008年

入園式・入学式
○保育園　　1日㈫　あさひケ丘保・玉来保・久住保
　　　　　　2日㈬　竹田保・小羊保・荻保・柏原保・都野保・白丹保
　　　　　　5日㈯　なおいり保
○幼稚園　　7日㈭　しらゆり幼
　　　　 　11 日㈮　竹田幼・南部幼・直入幼
○小学校　 10日㈭　竹田小・岡本小・明治小・豊岡小・南部小・祖峰小・菅生小・
　　　　　　　　　　宮城台小・城原小・荻小・久住小・白丹小・都野小・直入小
○中学校　　9日㈬　竹田中・竹田南部中・緑ヶ丘中・久住中・都野中・直入中
○高　校　　8日㈫　竹田南高
　　　　　　9日㈬　竹田高・三重総合高久住校

岡城桜まつり
○ 4月 5日㈯
　・子ども乗馬体験 13:00 ～ 14:00（岡城跡西の丸）
○ 4月 6日㈰
　・ゲートボール大会 8:30 ～ 15:00（竹田市総合運動公園多目的広場）
　・八幡山楽市楽座・フリーマーケット 9:00 ～ 15:00（NTT駐車場周辺）
　・歴史の道探勝会 9:30 ～（JR豊後竹田駅前集合）
　・第 14回奥豊後俳句大会 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）
　・第 35回大名行列 11:00 ～ 15:45（岡城跡西の丸～城下町）
　・岡の里手造り甲冑展（5月中旬まで）9:00 ～ 16:30（竹田創生館）
※自家用車でお越しの方はシャトルバスをご利用ください。
　　日　時　4月 6日㈰　10:00 ～ 16:30
　　料　金　1回 100 円
　　コース　竹田駅前→大分県豊肥振興局前→岡城駐車場→本町通り→竹田
　　　　　　駅前
●お問い合せ
　竹田市観光協会　☎ 63-2638
　竹田商工会議所　☎ 63-3161
　竹田市観光ツーリズム協会　☎ 63-0585
　竹田市商工観光課　☎ 63-4807



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62‒2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62‒4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）

16㈬ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター）・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市高齢者いきいき交流センター）・大分県行政書士会無料
相談会 13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）・ブックスタート 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）・温泉療養文化館「御前湯」休館日

17㈭ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所）
・竹田温泉「花水月」休館日

18㈮ ・発明の日
・竹田市歩こう会「緒方町チューリップフェスタ」9:30JR 豊後竹田駅前集合（※ 1）

19㈯ ・食育の日

20㈰ ・家庭の日　・英雄寺ぼたん祭り 11:00 ～（英雄寺〔城北町〕）・倉木菜の花祭り 9:30 ～（歳神神社周辺〔倉木〕）
・岡の里城郭史講座「近世のお城を知る ｣13:30 ～ 15:30( 岡城会館 )( ※ 2) ・直入方面隊消防操法大会 13:30 ～（直入公民館駐車場）

21㈪ ・成牛市場 9:30 ～（豊肥市場）
・荻の里温泉休館日

22㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～ 11:00（竹田市立図書館）

23㈬
24㈭ ・献血 10:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）

・竹田温泉「花水月」休館日

25㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課 ☎ 63-4818
・エビネまつり（玉来分館体育館）（～ 27日）

26㈯ ・第 15回 B&G直入カップバレーボール大会 9:00 ～（竹田市B&G直入海洋センター体育館ほか ）・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美
記念館「このこのおうち」）・荻神社ゆたて神楽 13:00 ～（荻神社〔新藤〕）

27㈰ ・大分合同新聞社旗争奪第 40回竹田市荻町ソフトボール大会
9:00 ～（荻小学校グラウンドほか）

28㈪ ・直入地域椎茸品評会 9:30 ～（直入公民館）・竹田地域椎茸品評
会 14:00 ～（大分県椎茸農協竹田支部）・荻の里温泉休館日

29㈫ ・昭和の日
・第 20回さとうよしみ竹田童謡祭 9:30 開場（竹田市文化会館）

30㈬ ・久住地域椎茸品評会 9:30 ～（久住公民館）・荻地域椎茸品評会
14:00 ～（荻公民館）・固定資産税（1期）納期限

月　間
その他

・5月 1日㈭　神明社寿司まつり（神明社〔西古町〕）（～ 2日）
・5月 3日㈯　祖母山開き（祖母山山頂）
・みどりの月間（～ 5月 14日）
・緑の募金（～ 5月 31日）

※陽目の里名水茶屋は、4月下旬から
　営業を再開します。

第 20回さとうよしみ竹田童謡祭
ひらひらはなびら～さとうよしみのうた音楽会～
と　き　4月 29日㈫　9:30 開場　10:00 開演
ところ　竹田市文化会館大ホール
入場料　無　料
【そのほかの行事】
　・献花式　8:00 ～（佐藤義美公園）
　・竹田童謡作詩コンクール佐藤義美賞表彰式　10:00 ～（竹田市文化会館）
　・絵本のリサイクル、ふわふわ風船プレゼント、作詩コンクール作品展等
　　9:30 ～ 12:00（竹田市文化会館ロビー）
●お問い合せ
　さとうよしみ竹田童謡祭実行委員会事務局
　☎ 63-1044（竹田市中央公民館）



たけたん情報 平成20年4月号 ❻

  
試　

験

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部
で

は
、
平
成
20
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

６
月
22
日
㈰　

10
時
〜

場
所

　
願
書
の
配
布

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部
、

大
分
県
消
防
保
安
室
、
大
分
市
消
防
局
・
東
・

南
署
、竹
田
市
消
防
本
部
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

願
書
の
提
出
先

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

　

〒
８
７
０‒

０
０
２
３

　

大
分
市
長
浜
町
２‒

12‒

10　

昭
栄
ビ
ル
２
階

　

☎
０
９
７‒

５
３
７‒

０
４
２
７

受
付
期
間　

４
月
21
日
㈪
〜
５
月
８
日
㈭

●
お
問
い
合
せ

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

　

☎
０
９
７‒

５
３
７‒

０
４
２
７

税
務
職
員
（
国
税
専
門
官
）

受
験
資
格　

・
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１

　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）

・
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

　

大
学
を
卒
業
さ
れ
た
方
お
よ
び
平
成
21
年
３

　

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
予
定
の
方

一
次
試
験　

６
月
15
日
㈰

申
込
用
紙　

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国
税

　

局
ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
請
求
し
て
く

　

だ
さ
い
。

受
付
期
間　

４
月
14
日
㈪
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２‒

４
３
１‒
７
７
３
３

　

熊
本
国
税
局

　

☎
０
９
６‒

３
５
４‒
６
１
７
１

　

竹
田
税
務
署　

☎
63‒

３
１
４
１

調
理
技
術
審
査
・
技
能
検
定
試
験（
前
期
）

　

こ
の
国
家
試
験
制
度
は
昭
和
57
年
に
創
設
さ

れ
、
調
理
の
技
術
・
技
能
を
高
め
、
調
理
師
の

地
位
向
上
を
図
り
、
食
文
化
の
発
展
、
国
民
の

食
生
活
の
向
上
・
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
試
験
に
合
格
す
る
と
、「
専
門
調
理
師
・

調
理
技
能
士
」
の
証
書
が
交
付
さ
れ
る
ほ
か
、

調
理
師
学
校
の
教
員
資
格
も
与
え
ら
れ
ま
す
。 

試
験
科
目　

す
し
、
中
国
、
給
食
用
特
殊
料
理

試
験
日
時

・
学
科　

７
月
28
日
㈪

・
実
技　

７
月
26
日
㈯
〜
８
月
22
日
㈮
の
う
ち

　

指
定
さ
れ
た
日

場
所

◇
す
し
料
理　

東
京
都
、
大
阪
市

◇
中
国
料
理　

札
幌
市
、
東
京
都
、
名
古
屋
市
、

　

大
阪
市
、
高
松
市
、
福
岡
市

◇
給
食
用
特
殊
料
理　

札
幌
市
、
仙
台
市
、
東

　

京
都
、
長
岡
市
、
静
岡
市
、
名
古
屋
市
、
大

　

阪
市
、
兵
庫
県
上
郡
町
、
福
岡
市
、
都
城
市

※
学
科
お
よ
び
実
技
試
験
と
も
受
験
す
る
方
は
、

　

同
一
会
場
で
受
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
験
案
内
・
受
験
申
請
書
の
請
求

　

４
月
23
日
㈬
ま
で　

※
消
印
有
効

受
験
申
請
書
受
付
期
間

　

４
月
３
日
㈭
〜
５
月
２
日
㈮　

※
消
印
有
効

●
お
問
い
合
せ

　
㈳
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
３‒

３
６
６
７‒

１
８
６
７

　

※
平
日
の
９
時
〜
17
時

　

http://w
w
w
.chouri.ggc.or.jp/

  

講
座
・
講
習

豊
肥
地
区
英
語
ウィ
ー
ク
エ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー

　

通
訳
ガ
イ
ド
や
通
訳
士
等
、
プ
ロ
の
通
訳
者

に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
授
業
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
実
践
、
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

中
学
３
年
生
・
高
校
生

日
時　

毎
週
土
曜
日　

13
時
〜
16
時

※
第
１
回
は
４
月
26
日
㈯

場
所　

竹
田
南
高
等
学
校

定
員　

15
名
（
多
数
の
場
合
は
選
考
）

受
講
料　

１
、０
０
０
円
（
教
材
代
等
）

申
込
期
限　

４
月
19
日
㈯
ま
で

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
は
が
き
に
住
所
、
氏

　

名
、
電
話
番
号
、
学
年
を
記
入
し
、
お
申
込

　

み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
南
高
等
学
校　

☎
63‒

３
２
２
３

　

〒
８
７
８‒

０
０
１
３

　

竹
田
市
大
字
竹
田
２
５
０
９

手
話
講
習
会

　

手
話
通
訳
者
や
手
話
奉
仕
員
を
目
指
す
方
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
手
話
を
学
び
た
い
方
を
対
象

に
手
話
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

毎
月
第
２
水
曜
日
・
第
４
水
曜
日

　

19
時
か
ら
２
時
間

会
場　

竹
田
市
高
齢
者
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
が
必
要
）

募
集
人
員　

25
名
程
度　
　

申
込
方
法　

福
祉
事
務
所
、
各
総
合
支
所
市
民

　

生
活
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
し
、

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　

４
月
25
日
㈮

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　

☎
63‒

４
８
１
１

第
１
回「
竹
田
市
を
五
感
で
巡
る
旅
」市
民
講
座

「
久
住
高
原
五
感
満
足
ツ
ア
ー
」

　

岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
設
立
20
周
年
記
念

事
業
と
し
て
竹
田
市
を
５
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、

歴
史
遺
産
や
伝
統
行
事
な
ど
を
見
直
し
、
地
域

の
活
性
化
に
活
か
す
目
的
で
「
ふ
る
さ
と
」
を

再
発
見
す
る
市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
24
日
㈯　

９
時
〜
16
時

行
程　

久
住
総
合
支
所
集
合
↓
久
住
の
恵
（
天

　

然
炭
酸
水
）
↓
板
切
牧
野
↓
フ
ラ
ワ
ー
ズ
ヴ

　

ァ
レ
ー
↓
（
昼
食
）
↓
猪
鹿
狼
寺
（
歴
史
講

　

座
）
↓
彦
太
郎
池
↓
久
住
総
合
支
所
着

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

　

集
合
先
の
久
住
総
合
支
所
ま
で
は
次
の
と
お

り
送
迎
し
ま
す
。
申
込
み
の
際
に
乗
車
場
所
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

試 験 会 場 試　験　種　類

日本文理大学 甲種・乙種（４類を除く）・丙種

大分大学 乙種第４類

別府青山中学校 甲種・乙種（全種）・丙種

国東高校 〃

宇佐産業科学高校 〃

中津工業高校 〃

日田林工高校 〃

三重総合高校 〃

日本文理大附属高校 〃



❼ 2008年4月発行

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
豊
肥
振
興
局　

生
産
流
通
部
企
画
・

　

流
通
班　

☎
63‒

３
１
７
７
（
内
線
３
１
３
）

　

℻
63‒

３
５
８
５

  

募　

集

豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク「
シ
ル
バ
ー
作
品
展
」

　

第
19
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
「
シ
ル
バ

ー
作
品
展
」（
７
月
２
日
㈬
〜
６
日
㈰
／
ア
ー

ト
プ
ラ
ザ
〔
大
分
市
〕）
に
出
品
す
る
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

資
格　

市
内
在
住
で
昭
和
24
年
４
月
１
日
以
前

　

に
生
ま
れ
た
人
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
。

作
品　

出
品
者
個
人
が
創
作
し
、
未
発
表
の
も

　

の
。
各
部
門
１
人
１
点
。

出
品
料　

無
料

部
門　

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
、
彫
塑
・
工
芸
・

　

書
・
写
真

※
詳
細
な
規
格
等
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

５
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

申
込
方
法　

福
祉
事
務
所
、
各
総
合
支
所
市
民

　

生
活
課
窓
口
の
備
え
付
け
の
出
品
申
込
書
を

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　

☎
63‒

４
８
１
１

平
成
20
年
度
奨
学
生
募
集

　

㈶
大
分
県
奨
学
会
で
は
、
大
分
県
内
に
住
所

を
有
す
る
方
の
子
弟
で
、
高
等
学
校
・
専
修
学

校
高
等
課
程
・
高
等
専
門
学
校
に
在
学
し
て
い

る
方
を
対
象
に
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

４
月
中
旬
〜
５
月
中
旬

※
在
学
す
る
学
校
を
通
じ
て
募
集
を
行
い
ま
す
。

貸
与
期
間　

４
月
か
ら
在
学
す
る
学
校
の
標
準

　

修
学
期
間
の
終
わ
る
月
ま
で
。

①
荻
総
合
支
所
（
８
時
）
↓
文
化
会
館
（
８
時

　

20
分
）
↓
４
４
２
号
経
由
↓
久
住
総
合
支
所

②
竹
田
市
役
所（
８
時
）↓
直
入
総
合
支
所（
８

　

時
30
分
）
↓
久
住
総
合
支
所

募
集
人
員　

40
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
料　

２
、０
０
０
円

　
（
昼
食
、
入
場
料
等
を
含
む
）

募
集
期
限　

５
月
16
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
62‒

４
１
０
０
（
竹
田
創
生
館
）

専
門
調
理
師
・
調
理
技
能
士
の
た
め
の

食
育
推
進
講
座

　

㈳
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
調

理
師
・
調
理
技
能
士
の
資
格
取
得
者
を
対
象
に

食
育
推
進
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
お
よ
び
会
場

　

仙
台
（
６
月
10
日
㈫
）、
北
海
道
、
東
京
、　

　

福
岡
で
開
催
予
定
。

内
容

・
基
調
講
演
「
食
育
の
推
進
に
つ
い
て
」

・
特
別
講
演
「
食
育
に
つ
い
て
」

・
事
例
報
告

参
加
費　

６
、０
０
０
円
（
資
料
代
等
）

申
込
方
法

◇
会
員
団
体

　

各
所
属
団
体
を
通
じ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
一
般

　

㈳
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
予
定
の
一
般
募
集
要
綱
に
し
た
が
っ

　

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.chouri.ggc.or.jp/

●
お
問
い
合
せ

　

㈳
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
３‒

３
６
６
７‒

１
８
６
７

 

生　

活

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を

　
「
１
０
０
円
で
何
で
も
買
え
る
。
集
会
所
に

集
ま
っ
て
ほ
し
い
。」
等
と
高
齢
者
を
誘
い
、

集
会
所
に
出
向
く
と
「
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
入
り
の

商
品
を
使
え
ば
健
康
で
長
生
き
で
き
る
。
国
民

健
康
保
険
か
ら
の
補
助
で
商
品
代
は
タ
ダ
に
な

る
が
、
取
り
あ
え
ず
立
て
替
え
て
ほ
し
い
。」

等
と
言
わ
れ
、
立
て
替
え
た
が
実
際
は
支
払
う

契
約
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
は
国
民
健
康
保
険
の
名
を
出
す
こ
と
で

信
用
さ
せ
、
商
品
を
買
わ
せ
る
と
い
う
悪
質
な

商
法
で
す
。
何
か
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

　

☎
０
９
７‒
５
３
４‒

０
９
９
９

　

商
工
観
光
課　

☎
63‒

４
８
０
７

  

農　

業

就
農
準
備
研
修（
春
コ
ー
ス
）受
講
生
の
募
集

　

大
分
県
で
は
、
県
内
で
の
就
農
を
希
望
す
る

方
、
県
内
の
農
業
法
人
に
就
職
を
希
望
す
る
方

を
対
象
に
、
栽
培
技
術
管
理
、
経
営
管
理
知
識

の
習
得
を
支
援
す
る
た
め
の
就
農
準
備
研
修

（
春
・
秋
・
冬
の
３
コ
ー
ス
）
を
開
講
し
ま
す
。

期
間　

５
月
13
日
㈫
〜
８
月
８
日
㈮

　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

場
所　

大
分
県
農
業
大
学
校
内
研
修
圃
場

　
　
　
（
豊
後
大
野
市
三
重
町
赤
嶺
）

品
目　

野
菜
（
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
ほ
か
）

定
員　

10
名

受
講
料　

６
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

募
集
期
限　

４
月
25
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ　

㈶
大
分
県
奨
学
会

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

５
６
２
０

　

http://w
w
w
.d-b.ne.jp/syogaku/

た
け
た
・
こ
ど
も
茶
道
教
室

　

表
千
家
同
門
会
竹
田
地
区
教
授
者
会
で
は
、

「
た
け
た
・
こ
ど
も
茶
道
教
室
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
伝
統
文
化
の
お
茶
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象
者　

小
学
生
・
中
学
生

日
時　

毎
月
第
１
・
３
日
曜
日　

 

13
時
〜
14
時

場
所　

国
指
定
史
跡　

旧
竹
田
荘

募
集
人
員　

20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
は
が
き
に
住
所
、
氏

　

名
、
生
年
月
日
、
学
校
名
、
学
年
、
保
護
者

　

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
お
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

募
集
期
限　

４
月
20
日
㈰
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

迫
村　

芙
美
子　

☎
62‒

２
８
８
６

　

〒
８
７
８‒

０
０
１
２　

竹
田
市
東
本
町　

　

池
田　

育
代　

☎
63‒

１
５
０
５

　

〒
８
７
８‒

０
０
２
４

　

竹
田
市
玉
来
６
２
８‒

２

 

地
産
地
消
に

　
　
　

  

努
め
ま
し
ょ
う

　　

地
産
地
消
と
は
、
地
元
で
調
達
で
き
る

も
の
は
地
元
で
購
入
（
消
費
）
す
る
と
い

う
地
元
を
一
番
に
優
先
す
る

こ
と
で
す
。



たけたん情報 平成20年4月号 ❽

  
募　

集

「
み
ん
な
の
公
民
館
」地
域
講
師
募
集

　

趣
味
や
特
技
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
む
「
公
民
館
〝
輪
〞〝
和
〞〝
話
〞
塾
」
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
特
に
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

会
場　

竹
田
市
中
央
・
荻
・
久
住
・
都
野
・
白

　

丹
・
直
入
公
民
館

募
集
期
限　

４
月
30
日
㈬
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
中
央
公
民
館　

☎
63‒

１
０
４
４

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
事
務
局
長

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
は
、
営
業

や
企
画
立
案
、各
種
観
光
団
体
と
の
連
携
調
整
、

事
務
局
運
営
等
の
業
務
に
従
事
す
る
事
務
局
長

を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
日　

平
成
20
年
６
月
１
日

採
用
予
定
者　

事
務
局
長
１
名

待
遇　

年
俸
５
０
０
万
円
（
20
年
度
は
月
割
と

　

な
り
ま
す
）

応
募
資
格　

次
の
要
件
を
満
た
す
人

・
30
歳
以
上
60
歳
ま
で
の
人

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
資
格
が
あ
る
こ
と

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
こ
と

・
竹
田
市
に
居
住
可
能
な
人

雇
用
期
間　

３
年
（
更
新
あ
り
）

申
込
方
法　
「
応
募
動
機
と
竹
田
市
の
観
光
振

　

興
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
論
文
（
１
、６
０
０

　

字
以
内
）と
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
郵
送
可
。
４
月
30
日
㈬
必
着
。）

募
集
期
限　

４
月
30
日
㈬
ま
で

選
考　

書
類
審
査
、
面
接
（
５
月
上
旬
）
を
行

　

い
、
結
果
は
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
応
募
先

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

　

☎
63‒

０
５
８
５

　

〒
８
７
８‒

０
１
４
３

　

竹
田
市
大
字
会
々
２
２
５
０‒

１

  

労　

働

女
性
の
再
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

　

大
分
県
で
は
、
児
童
を
保
育
所
に
預
け
て
、

県
が
指
定
す
る
職
業
訓
練
を
受
講
さ
れ
る
方
に

対
し
、
保
育
料
の
半
額
を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
期
間
は
、
訓
練
受
講
中
お
よ
び

修
了
後
の
求
職
１
か
月
間
で
す
。

　

な
お
、訓
練
の
詳
細
や
受
講
の
お
申
込
み
は
、

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
も
し
く
は
県
立
高
等

技
術
専
門
学
校
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
雇
用
・
人
材
育
成
課

　

☎
０
９
７‒
５
０
６‒

３
３
４
３

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

☎
０
９
７
４‒
22‒
８
６
０
９

　

大
分
県
立
大
分
高
等
技
術
専
門
学
校

　

☎
０
９
７‒

５
４
２‒
３
４
１
１

石
綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金

　
「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る

法
律
」（
以
下
「
石
綿
救
済
法
」）
が
平
成
18
年

３
月
27
日
に
施
行
さ
れ
、
平
成
13
年
３
月
26
日

以
前
に
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
を
吸
い
込
ん
だ

こ
と
に
よ
り
中
皮
腫
や
肺
が
ん
等
の
疾
病
を
発

症
し
、
死
亡
し
た
労
働
者
の
遺
族
で
、
労
災
保

険
法
の
遺
族
補
償
給
付
を
受
け
る
権
利
が
時
効

に
よ
り
消
滅
し
た
方
に
対
し
て
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
特
別
遺
族
給
付
金
は
、
平
成
21
年
３
月

27
日
が
請
求
期
限
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
降

は
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
労
働
局　
☎
０
９
７‒

５
３
６‒

３
２
１
４

　

豊
後
大
野
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

０
１
５
３

  

求　

人

◇
調
理
師
１
人
17
〜
20
万
（
竹
）
◇
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
成
形
工
１
人
10
・
９
万
（
荻
）
◇
作
業
療
法
士

１
人
20
・
６
〜
28
・
４
万
（
竹
）
◇
葬
儀
全
般
２

人
15
〜
20
万
（
竹
）
◇
土
木
技
術
者
１
人
22
〜

26
・
４
万
（
竹
）
◇
接
客
係
１
人
12
・
８
万
（
荻
）

◇
土
木
作
業
員
１
人
16
・
１
〜
27
・
６
万
（
久
）

◇
営
業
ス
タ
ッ
フ
１
人
15
〜
20
万
（
久
）
◇
正
看

護
師
（
交
替
）
２
人
22
・
４
〜
32
・
１
万
（
久
）

◇
レ
ス
ト
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
２
人
11
〜
15
万
（
直
）

◇
配
管
工
１
人
12･

５
〜
20
万
（
竹
）
◇
販
売
員

１
人
12
・
２
〜
14
万
（
竹
）
◇
ホ
ー
ル
カ
ウ
ン
タ

ー
係
１
人
15
〜
16
万
（
竹
）
◇
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
配
達
員

１
人
14
〜
26
万
（
竹
）
◇
栄
養
士
１
人
12･

８
〜

13
・６
万
（
竹
）
◇
保
育
士
１
人
14
万
（
竹
）
◇
正・

准
看
護
師
１
人
18
・
２
〜
26
・
７
万
（
竹
）
◇
介

護
職
員
１
人
11
・
４
〜
13
・
２
万
（
直
）
◇
フ
ロ

ン
ト
１
人
15
〜
16
万
（
竹
）

《
パ
ー
ト
求
人
》

◇
店
内
販
売
員
１
人
時
給
６
５
０
〜
７
０
０

円
（
竹
）
◇
接
客
・
厨
房
１
人
時
給
６
５
０
〜

８
０
０
円
（
久
）
◇
パ
ソ
コ
ン
入
力
１
人
時

給
７
３
０
円
（
竹
）
◇
新
聞
配
達
１
人
時
給

１
、０
０
０
円
（
直
）
◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１

人
時
給
１
、１
０
０
〜
１
、２
０
０
円
（
竹
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

は
久
住
地
域
、（
直
）は
直
入
地
域
の
求
人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
職
業
相
談
室　

☎
63‒
１
１
０
１




